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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆議員） おはようございます。 

  散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆議員） 本日の議事日程は、お手

元に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１５号～議案第２０号の

質疑 

○議長（中村芳隆議員） 初めに、日程第１、議案

第15号から議案第20号までの条例制定に係る案件

６件を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

  20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） ……第９条のホース

ガーデンの使用料についてお伺いいたします。 

  別表によりますと、表のように、時間と、それ

から区分と使用料が書いてあるのですが、これの

使用料を決めた根拠を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回の使用料の設定の根

拠でございますが、１つには、市民の方に利用し

やすい形、一人でも多くの方に体験していただく

という前提の中で、まず、使用料についてはでき

るだけ低く抑えたいということが１点。 

  それと、全国に類似した施設等が相当ございま

す。そういったものの使用料などを参考にしなが

ら今回の額を設定したということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） そういたしますと、

公的な機関でこの乗馬をやっているところの使用

料に合わせたということでよろしいわけですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 全国、公的な機関、幾つ

か取り組んでおります。ただ、その中でも、料金

についてはまちまちでございました。本当に１周、

引き馬だけで500円というところもありますし、

それ以上のところも実際にはございました。そう

いった中で、特に今回、先ほど申し上げましたよ

うに、少しでも利用しやすい価格設定ということ

で、多少抑えた形での設定にしております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） わかりました。そう

すると、この利用の料金につきましては、あくま

でも、市民が使うことが多分多いだろうというこ

とを想定して決めたというふうに理解してよろし

いですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） はい、基本的にはそうい

う考えです。 

○議長（中村芳隆議員） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆議員） ほかに質疑がないようで

すので、議案第15号から議案第20号までの６件に

対する質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 
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  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２１号の質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第２、議案第

21号 条例の整備等を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆議員） 質疑がないようですので、

議案第21号の質疑を終了することで異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２２号～議案第３２号の

質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第３、議案第

22号から議案第32号までの条例の一部改正に係る

案件11件を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆議員） 質疑がないようですので、

議案第22号から議案第32号までの11件に対する質

疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３３号の質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第４、議案第

33号 条例の廃止を議題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（中村芳隆議員） 質疑がないようですので、

議案第33号の質疑を終了することで異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６号の質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第５、議案第

６号 平成27年度一般会計予算を議題といたしま

す。 

  質疑の通告者に対し順次発言を許します。 

  まず、１番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 通告に従って質疑を行

います。 

  まず、予算執行計画書52ページ、３款１項１目

社会福祉総務費、新規事業の生活困窮者自立支援

事業の委託料の内訳を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） ただいまご質問が

ございました生活困窮者自立支援事業の委託料の

内訳についてお答え申し上げます。 

  まず、簡単な概要でございますけれども、生活

困窮者自立支援法が制定されまして、平成27年４

月１日、今年度４月１日から施行されます。その

ことに伴いまして、福祉事務所として生活困窮者

自立支援事業を実施するというような規定がござ

いますので、それに従って実施する自立支援事業
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でございます。 

  今回、那須塩原市が予算としてお願いし、考え

ているのは、３つの事業でございます。 

  １つ目が、自立相談支援事業というものでござ

います。これは、法律上必ずやりなさいというよ

うなことで書いてあるものでございます。簡単な

中身でございますけれども、生活困窮者からの相

談受け付け、支援計画の作成、支援の実施、関係

機関との調整などの業務を委託したいというもの

でございます。 

  それから、考えております事業の２つ目の家計

相談事業、これは任意の事業でございます。生活

困窮世帯の家計に関する相談、それから家計管理

の指導、貸し付けのあっせん等などの業務の委託

を予定しているものでございます。 

  それからもう一つ、学習支援事業、これも任意

の事業でございます。貧困の連鎖を防止するため

ということがございますけれども、生活困窮家庭、

生活保護世帯に属する子どもさん、中学生を考え

てございますけれども、に対する学習支援の業務

というのを委託したいというふうに考えているも

のでございます。 

  いずれの事業につきましても、保健福祉部の事

業でございますけれども、実施においては、新し

く創設されます子ども未来部、あるいは教育部と

の連携を図りながら実施する部分があろうかと思

います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） この委託先はどのよう

なところが想定されているのでしょうか、教えて

ください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 例えば社会福祉協

議会というところが想定されるところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、わかりました。 

  では、次に移ります。 

  予算執行計画書63ページ、３款２項２目保育園

管理費、保育所広域利用運営費の広域入所委託料

が大きくふえた要因を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 保育所広域利用運

営費の額が大きくふえている理由ということでご

ざいますけれども、平成27年度から子ども・子育

て支援新制度がスタートいたします。従来、この

広域利用というのは、保育園に通うお子様だけと

いうのが対象でございましたけれども、新たに保

育園のほかに、認定こども園ですとか小規模保育

施設とか、そういうところに通うお子様もこの広

域利用ということで費用負担が発生いたします。

保育というのは、そういうところも担うことにな

りますので、そういう部分も発生してくるという

ふうに予想しているということでございます。 

  平成26年度は０・５歳児で40人という、そうい

う保育を受けるお子様がいるだろうというふうに

見込んだところでございますが、対象施設が拡大

したことによりまして、平成27年度は全部で108

人ほどのお子様がいるだろうということで予算を

計上したところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、わかりました。 

  では次、同じく予算執行計画書65ページ、３款

２項６目母子福祉費、事業のひとり親家庭高等技

能訓練促進費等給付の減額の要因を教えてくださ
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い。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） ひとり親家庭高等

技能訓練促進費等給付費の減額の理由ということ

でございますけれども、具体的に申しますと、３

年間の給付実績、それから想定されます27年度の

利用者の人数というのを勘案して予算を計上した

というところでございますけれども、取れる資格

が２年継続ものでございます。そうしますと、現

在利用されている方が１名しかいないところがご

ざいますので、新年度は、継続は１人しかいない

だろうと。通常五、六人いるんですが、たまたま

そういうことがあるものですから、継続者が少な

いということで予算を減額したというところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 具体的にどのような資

格なんでしょうか、教えていただけますか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） この訓練で取れる

資格として想定しておりますのが、１つが看護師、

職業みたくなってしまいますが、それから介護福

祉士、保健師、理学療法士、作業療法士、以上で

ございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 例えば実績をふやすよ

うな工夫を考えていらっしゃいますか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 利用に際しまして

は、あくまでも本人の希望というのが大きな要素

でございますので、強制によることはできません

けれども、こういう制度があるというのは、特に

こういう利用が必要というのは、母子家庭ですと

か、ひとり親世帯の方も当然利用対象ですので、

そういう相談の中でこういう制度も周知をしてい

るというところでございまして、そういうのには

さらに進めていきたいと思うところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、了解しました。 

  では、同じく予算執行計画書70ページ、４款１

項３目母子衛生費、こども医療費助成の扶助費が

ふえた要因を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） こども医療費の扶

助費がふえた要因ということでございます。 

  こども医療費につきましては、基本的に、条例

改正をお願いしてございますけれども、対象とな

る児童、あるいは給付の方法、現物給付が拡大さ

れますけれども、そういう対象の児童等の変更は

ございません。 

  そういう中でふえた理由でございますけれども、

過去の実績を見ますと、毎年毎年、１人当たりの

医療給付費、要は、利用された助成をしている単

価ということになりますけれども、それがふえて

いるということから、予算の増額をしたところで

ございます。 

  なお、どういう理由でというところは、ちょっ

と分析をし切れていないのが、件数が、大変、十

何万件とわたるところで、全部のデータを持って

いるわけではないので、ごく一部しかありません

ので、理由についてはちょっと判然としていない

というところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 
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○１番（藤村由美子議員） よくまだ、データが多

いということなんですが、対象の年齢層で大体は

わかりますか、ふえている層は。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） ０歳から18歳まで

の方が対象でございますけれども、その中でふえ

ているところとすると、小学生の年代が特にふえ

ているというんですかね、ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、了解いたしまし

た。 

  では、次に移ります。 

  同じく予算執行計画書72ページ、４款１項５目

環境保全費、3001事業の動植物調査研究会委員費

用が増額した理由を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） 動植物調査研究会委

員費の増加についてお答えをいたします。 

  本市では、那須塩原市レッドデータブックとい

うものを作成しようとしておりまして、このレッ

ドデータブックとは、本市の地域性に特化して、

野生動植物の希少性、これの評価をするものとい

うことで、平成５年以来、動植物実態調査事業の

集大成になるものということで、平成27年、28年

をそれらの集大成事業ということで計画している

ところであります。 

  これまでこういった委員の方に２回ほど定期的

に調査をお願いして、意見交換、あるいは調査研

究をしていただいたところでありますが、27年、

28年には、それらの集大成ということで、データ

の整理、あるいは執筆、そういったものも含めて、

会議の開催回数を多く見込んだということであり

まして、これまで例年２回ほどであった会合を３

回ほど増ということで、年５回程度開催するとい

うことで、これらの費用が増加したということで

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） ちょっとよくわからな

いのでお聞きしたいんですけれども、調査対象と

いうのは特定されているわけですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） これまで野生動植物

の希少性ということで各委員さんが、特に保護、

保全しなければならない種についてデータを収集

はしておりました。それが、評価ですからランク

をつけて、非常に希少性がより重要であるとか、

そういったレベル、評価をされていくわけです。

それらをまとめて一つの、本市でも今持っておる

んですが、過去に集大成したもの、それを平成５

年からやってきたところでありますが、それを、

那須塩原市になってから、塩原地区、西那須野地

区を補正しながら、黒磯地区もある程度集大成な

るものがありますが、それを総括的な中でより希

少性の評価をするということの事業として、結果

としては、集大成になる本が、先ほど申しました

ようなレッドデータブック、そういったところに

集大成をすると、そういう事業に係るものでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） ではこれは、あくまで

も調査の委員さんに支払う報酬のようなものであ

って、実際に保護対策に結びつくものではないと

いうことですね。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 
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  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） そのとおりでござい

ます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、わかりました。 

  では、次に移ります。 

  予算執行計画書77ページ、４款２項３目塵芥処

理費、新規事業、第２期最終処分場基本構想策定

等業務の委託の概要を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） それでは、第２期最

終処分場基本構想策定等業務の委託の概要につい

てお答えを申し上げます。 

  現在稼働中の市の一般廃棄物最終処分場であり

ますが、これは平成７年から稼働しておりまして、

総容積といいましょうか、こちらが９万2,704m３

となってございます。これが現段階の見込みであ

りますと、平成34年に埋め立てが終了する見込み

でございます。 

  このことから、平成27年度に第２期最終処分場

整備のための基本構想策定及び用地選定に係る調

査検討業務を実施しようとするものでございまし

て、基本構想策定の内容でございますが、最終処

分場整備概略構想及び概算事業費の算定というふ

うになってございます。 

  当然、これらの構想の中には、例えば埋め立て

の構造、あるいは埋め立ての方法、さらには埋め

立て形式などについて調査検討を行うとともに、

概算事業費、概算の維持管理費、施設整備費にお

ける検討整理を行うものでございます。 

  さらには、事業計画工程の整理ということで、

想定される事業工程を検討し、必要となる諸手続、

施設整備のための調査、全体事業スケジュールの

整理を行おうとするものでございます。 

  さらには、用地選定に係る調査検討も必要なわ

けでございまして、用地選定の考え方を明確にす

るために、法的規制や条例、規則の調査を行いま

す。候補地を抽出し、評価基準に基づき優先順位

をつけて、総合的な業者選定の評価を行うと、こ

ういった一連の業務が、こちらのお尋ねの委託業

務となっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） この業務は、どのよう

なところに委託するのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） 当然、全国的にも、

こういった大型プロジェクトでありますから、最

終処分場にかかわる実績のある業者等々が想定さ

れるわけでございますが、いずれにいたしまして

も、非常に大型プロジェクトになるところであり

ますので、そういった専門的な知識を有する、そ

ういった業者がおのずと幾つか候補に上がってく

るんではなかろうかと、このように考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 大体幾らくらいを想定

されていますか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） お答え申し上げます。 

  予算執行計画書の中には、大きくこう溶け込ん

でおるんですが、この事業費につきましては、

1,191万7,000円程度の額の計上となっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） これは第２期の策定業
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務ということなんですが、第１期のときも同様に

どこかに委託したのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） お答え申し上げます。 

  第１期も同じような方式をとらせていただきま

して、基本構想をつくり、あるいは環境省、国へ

のいろいろな諸手続もありますし、用地選定もあ

りますので、そういったことから、第１期と同じ

ような手法で進めたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 参考までに、第１期の

金額がわかれば教えていただきたいと思うのです

が。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） こちらの委託業務に

ついては、ちょっと手持ちで幾らというふうなも

のがないんですが、第１期の総事業費が17億

9,700万からのやはり大型プロジェクトでありま

すので、やはり相当の基本構想にも費用がかかっ

たと、このように承知しております。 

  お手元にそういった資料等が整備を必要であれ

ば、後ほど、幾ら程度というふうな、さかのぼっ

た、平成５年から始まっていますので、20年前か

らの金額ということでありますので、ちょっと調

査を要すると思いますので、このあたりで答弁と

させていただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、わかりました。

では、わかりましたら後でお願いいたします。 

  では、次に移ります。 

  予算執行計画書82ページ、６款１項３目就農促

進・後継者対策費の中で、那須塩原市農村生活研

究グループ協議会活動支援事業の委託料の内容を

教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、農村生活

研究グループ協議会活動支援事業の委託料の内容

についてお答え申し上げます。 

  まず、この協議会の目的についてでございます

が、こちらは、農業、農村における男女共同参画

及び食育の推進活動を通して、豊かでゆとりある

農村、またライフスタイルの実現を目指すという

ことになっております。 

  具体的な取り組みといたしましては、家族経営

協定の推進ということで、こちらは、家族経営協

定を締結する場合のアドバイス等を行っている。

さらには、地産地消を推進するための家庭料理の

レシピの作成、さらには、農業経営改善に関する

研修等を行っているものだということでございま

す。 

  今後予定しております委託先といたしましては、

農業の経営改善相談や、あるいは認定農業者の育

成支援などを行っております市の農業公社のほう

に、協議会の運営事務といったものを委託する予

定でございます。 

  委託料の内容につきましては、人件費、消耗品

費、視察研修時の借り上げバス代等になるという

ことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 昨年は９万円の補助金

だったと思うのですが、これが委託料41万6,000

円に変わった理由は、全く別なものになったとい

うことなのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 
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○産業観光部長（藤田輝夫） 昨年までは、この事

務局に係る事務というものについては農務畜産課

のほうで所掌しておりました。そんな関係で、こ

の９万円の補助金をこの協議会のほうに支出して

いたということでございますが、先ほどお話しし

たとおり、農業公社は、農業経営の改善相談とか

認定農業者の育成支援、または道の駅の管理など

というものもやっているものですから、そちらの

ほうで事務を執行するほうが、より協議会として

活動内容の実効性が高まる、そんな取り組みがで

きるということから、運営事務を農業公社のほう

に委託するということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） この人件費というのは、

具体的に何人分ぐらいのものなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 人件費につきまして

は、この協議会の運営事務をするに当たって、約

１カ月分くらいの項数が、積み上げたところある

ということでございますので、その項数に見合っ

た人件費ということです。１カ月分の職員の人件

費が入っているということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） では、次に移ります。 

  予算執行計画書93ページ、７款１項３目工業振

興費の中の新規企業誘致調査研究の委託料の具体

的な内容を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 企業誘致調査研究の

委託の具体的な内容についてご説明申し上げます。 

  本件につきましては、ＩＴ関連産業を対象に、

サテライトオフィスの誘致に取り組むための業務

委託ということでございます。相手方を選定して

直接的な売り込みを図ってまいりたいというに当

たっての業務を委託するというものでございます。 

  もう少し詳しく申し上げますと、委託の内容と

いたしましては、データの収集、現状分析、企業

等のヒアリングというものを経まして、売り込み

のための戦略づくり、それをもって企業等を訪問

し、売り込み等を行うという内容でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） 先日、これについて説

明がありましたけれども、相当のネットワークを

持っている事業者に調査を依頼する予定だという

ご説明だったと思いますが、その会社は、実際に

マッチングして仲介するところまでやっている事

業者なんでしょうか。それとも、調査と情報提供

料だけでこの金額なのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 先ほどもご説明申し

上げましたが、現実的に、相手方の企業というも

のを選定しまして、そこに直接的な売り込みをす

ると、その業務をお願いすると、我々もやっぱり

同席して一緒になって売り込むと、そんなような

形での誘致になるのかなというふうに思っており

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） ということは、今まで

にその企業誘致に実績があって成功事例があると

ころにお願いしたいということですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 私どもが今予定して
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いるところでは、やはりある自治体の地場産業を

売り込むというようなところで、海外に行って実

際に売り込みをやってきたりとかという実績があ

る、ちょっと直接的な企業誘致とは違うかもしれ

ませんが、そういう実績を持っているところにお

願いしたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） １番、藤村由美子議員。 

○１番（藤村由美子議員） はい、わかりました。

ありがとうございます。 

  では、次に移ります。 

  予算執行計画書100ページ、８款２項１目道路

橋りょう総務費、2001事業の道路台帳管理システ

ム整備委託料が増額した理由を教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、道路台帳管

理システムの整備でございますけれども、道路台

帳管理システム整備につきましては、平成25年度

から平成27年度の３カ年をかけてデジタル化を行

うものでございます。 

  予算につきましては、債務負担行為の設定によ

りまして、各年度の予算額につきましては、業務

の内容によって異なることとなっております。 

  平成26年度につきましては、車載カメラ等によ

りまして道路の現況調査や、道路台帳の基準とな

る図面の作成などを行うための予算として4,715

万4,000円を計上いたしました。 

  平成27年度につきましては、市道路線網の再編

成や道路台帳調書の作成などを行うための予算と

して8,925万6,000円を計上しておりまして、そう

いうことで増額となっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、５番、佐藤一則議

員。 

○５番（佐藤一則議員） それでは、質疑通告に従

いまして質問をいたします。 

  簿冊につきましては、全て予算執行計画書であ

ります。 

  初めに、110ページ、９款消防費、１項２目非

常備消防費、消防団活動費、塩原支所、1003事業

の新規事業であります消防団中型免許取得の内容

についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  塩原支所長。 

○塩原支所長（成瀬 充） 消防団中型免許取得補

助金の内容についてご説明を申し上げます。 

  平成19年６月に道路交通法の改正がございまし

て、中型免許制度が創設をされました。その改正

に伴いまして、塩原消防団第４分団第１部に水槽

つきのポンプ車があるわけでございますけれども、

法改正後の普通免許取得者ではこの水槽つきポン

プ車の運転ができないという状況になっておりま

す。 

  これらにつきましては、当然、消防活動、また

新入団員の確保にも支障が生じているということ

でございますので、団員に対して中型免許取得費

用の一部を補助するものでございます。 

  なお、補助率につきましては、免許取得費用の

２分の１で、10万円を限度といたします。 

  なお、当初予算につきましては２名分を計上し

てございます。 

○議長（中村芳隆議員） ５番、佐藤一則議員。 

○５番（佐藤一則議員） それにつきましては了解

をいたしました。 

  続きまして、118ページです。10款教育費、１

項４目学校運営支援費、スクールバス運行事業

（5001事業）の新規事業であります鍋掛小２路線

運転、高林小１路線運転（穴沢ルート）というこ

とでございますが、この内容についてお伺いをい
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たします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  鍋掛小学校２路線につきましては、寺子小学校

が統合されるということで、寺子に通っておりま

した児童の交通手段として確保するものでござい

まして、計画では、望田方面から曲がる路線が１

つ、それと石田坂、また寺子方面から鍋掛小学校

に回る路線が１つということで計画をしておりま

す。 

  それと高林小学校につきましては、現在、鴫内、

穴沢、戸田の３ルートで運行しているわけですが、

その中で、穴沢ルートで使用しておりましたバス

が大変老朽化をしてしまったということで、そち

らを新たに委託という形で整備し、児童生徒の通

学の足にしていくということで考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ５番、佐藤一則議員。 

○５番（佐藤一則議員） これらにつきましての本

数についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 各本数につきましては、

学校の授業の体系に応じて調整をしておりまして、

登校時はそれぞれ１本でございますが、下校時に

つきましては最大３回走るような形のもので時刻

表を設定して、部活後とか、また１、２年生の早

い時間帯であるとか、そういった対応をしていく

予定でおります。 

○議長（中村芳隆議員） ５番、佐藤一則議員。 

○５番（佐藤一則議員） この項につきましては理

解をいたしたところでございます。 

  続きまして、121ページです。10款教育費、２

項１目小学校管理費、小学校施設整備事業（3001

事業）の新規であります鍋掛小学校体育館改築工

事設計業務の内容についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回、寺子小と統合しま

す鍋掛小学校の体育館につきましては、現在の広

さが409㎡ということで、昭和50年建築のもので

ございます。非常に手狭になっているというのが

実情でございまして、今回、新たに建てかえを行

うための設計ということで考えております。 

  一応計画している改築後の施設ですが、鉄骨づ

くりのもので平屋建て、面積につきましては900

㎡程度で計画をしたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ５番、佐藤一則議員。 

○５番（佐藤一則議員） 了解いたしました。 

  最後になります。ページ数が130です。10款教

育費、５項２目公民館費、新規の鍋掛公民館整備

事業（5501事業）であります体育館耐震補強の内

容についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 鍋掛公民館で利用してお

ります体育館の耐震補強の内容でございますが、

今回、耐震補強工事のための耐震設計業務委託を

実施しております。 

  体育館につきましては、昭和43年の建築物とい

うことで、面積は711㎡ほどございますが、診断

をした結果、正面玄関からステージ方向に向かっ

ての縦長の部分なんですが、そちらの診断判定で、

Is値が0.75を下回る結果となっておりますので、

それを改善するために今回整備を行うというもの

でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ５番、佐藤一則議員。 
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○５番（佐藤一則議員） その補強についてなんで

すが、これは今回１回のみで全部終了するという

ことでよろしいですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） はい、単年度事業という

形で整備をする予定でおります。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 通告に従いまして質疑を

行います。 

  まず、予算執行計画書34ページ、２款１項８目

地域自治振興費、3001事業、定住自立圏構想講演

会謝礼について、どのような計画内容、講師の人

数、誰を予定か、お願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 定住自立圏構想の講演会

の関係ということでお答えをいたします。 

  那須地域定住自立圏におきましては、来年度、

県域内の共生ビジョンを、９月を目途に策定する

ということで予定しているところでございまして、

その策定とあわせまして、講師を招いて、那須地

域定住自立圏の２市２町を対象とした講演会を実

施していきたいということで考えているところで

ございます。 

  講師につきましては、那須地域定住自立圏の推

進をしていくのにふさわしい方、インパクトのあ

る方をお招きしてということで考えております。

１人ということで考えて、まだ具体的には誰とい

うことは、決定はしておりません。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） この講演会は、１回とい

うことでしょうか。それとも数回開かれるんでし

ょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 講演会については、１回

ということで予定しています。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） はい、わかりました。 

  続きまして、予算執行計画書34ページ、２款１

項８目まちづくり事業推進費、4001事業、外部ア

ドバイザリーの内容についてお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） この外部アドバイザリー

の内容についてということで、これにつきまして

は、総務省の外部専門家（アドバイザー）の制度

を活用して、来年度で３年を迎える事業でござい

ます。最終年度という形になるわけです。 

  内容的には、総合計画の策定年度ということも

踏まえまして、定住促進をスローガンに、実効性

の高い施策のアドバイス、情報提供を受けたいと

いうことで考えております。 

  現在、朝比奈一郎氏に外部専門家（アドバイザ

ー）ということで委託をしてございます。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） わかりました。 

  続きまして、予算執行計画書34ページ、２款１

項８目地域活動推進費（5001事業）のコミュニテ

ィ設立準備会の内容についてお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） コミュニティ設立準備会

の内容ということで、この内容につきましては、

目的として、地域における協働のまちづくりの拠

点づくりということで進める上で、コミュニティ

の未設置地区にコミュニティを設置していただく

ということで、また、現在の再編というようなも

のも視野に入れた準備会に対して、設立に要する
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経費の一部を補助するものでございます。 

  現在、コミュニティにつきましては、15コミュ

ニティあるわけですけれども、地区エリア的には

まだ未設置のところもあるということで、そちら

の地域に設立を促していきたいということが大き

な目的になります。 

  対象となるエリアとしては、小学校区、また、

中学校の通学区を範囲としたエリア、また、公立

の公民館を担当区域としたエリアでの設立準備会

ということを考えてございます。 

  対象の経費としては、設立準備会の運営に係る

経費とか、先進事例の調査研究に関する経費とい

うことで、１設立準備会につきまして、１年度20

万円を限度にしてということで、２カ年まで助成

というようなことで現在考えているところでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） ありがとうございます。 

  続きまして、予算執行計画書35ページ、定住促

進事業（9001事業）のフィルムコミッションの内

容についてお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 定住促進事業でのフィル

ムコミッションの内容ということでございますけ

れども、定住促進に当たりましてはシビックプラ

イドの醸成が重要だということをこれまでの一般

質問等でもお答えしてきましたけれども、そうい

ったシビックプライドを醸成していく上で一つの

きっかけづくりということで、フィルムコミッシ

ョンを通じたまちづくりを市民の皆さんと検討し

ていくということで、講演会を予定するものでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 先週ご案内いただいてお

りますので、了解いたしました。 

  続きまして、同じ9001事業のシティプロモーシ

ョン自治体連絡協議会の内容についてお願いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） シティプロモーション自

治体連絡協議会の内容ということで、申しわけご

ざいませんけれども、執行計画書に一部ちょっと

誤植がございます。ということで、35ページのシ

ティプロモーション自治体連絡協議会というとこ

ろの記載が、シティプロモーションの「ン」が１

つ余計に入っているということで誤植がございま

すので、訂正をお願いしたいと思います。 

  この自治体連絡協議会の内容ということでござ

いますけれども、現在、シティプロモーションの

自治体連絡協議会につきましては、正会員が12団

体、準会員ということで８団体、自治体としては

加入していると、また、民間団体も５団体加入し

ているということで、本市も、現在は準会員とい

うことでございますけれども、来年度から正会員

ということで加入していきたいということで、内

容的には、この会の内容としては、シンポジウム

とかセミナーの開催とか、その他、情報交換、情

報の発信の場を提供していくという内容のもので

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） はい、わかりました。 

  続きまして、同じ9001事業でございますが、新

幹線通勤定期券購入費用について、減額の理由を

お願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 
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  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 新幹線通勤定期券購入費

の減額ということで、本年度、600万、50人分を

想定したというところでございますけれども、現

在まで、今年度からの事業ということで、実績が

４件と、想定したよりもかなり少なかったという

ことで、そういったことから、来年度につきまし

ては30人分を見込んだということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 続きまして、三世代同居

等世帯定住支援について、やはり減額の理由をお

願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） この三世代同居世帯の助

成につきましても、実績が現在12件ということで

ございまして、これらもそういった実績から、来

年度については、30世帯に、50人分から30人分と

いうことで減額をするものでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 今年度12件ということな

んですが、例えば確認申請の段階で、この三世代

同居世帯の住宅かどうかとかということというの

は、確認というのはできるものなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 確認申請の段階で、三世

代かどうかというのは、ちょっと私は、確認申請

を所管している部署じゃないものですけれども、

多分わからないというふうに思っています。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） この事業について、予定

よりも少なかったということなんですが、使い勝

手がよくなかったとか、例えば周知の方法が足り

ないとかという、そういう所見はないのでしょう

か。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 初年度ということで、Ｐ

Ｒが足りなかったということがあるかもしれませ

んけれども、今後につきましては、住宅を建てる

ということの時期とか、昨年度の中で消費税が上

がるとかといういろんな要因の中で、今年度から

も上がってしまうというふうな、そういう住宅状

況といいますか、事情とか、そういうふうなもの

もちょっと影響しているのかなというふうに思い

ます。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） それでは、質疑のほうを

させていただきます。 

  まず１つ目が、39ページです。予算執行計画書、

２款１項12目交通対策費、地域バス運行事業

（4001事業）です。地域バス運行事業１億6,000

万円についての概要についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） お尋ねのありました、

地域バス運行事業１億6,000万に係る概要につい

てお答えを申し上げますが、地域バス運行事業の

バス運行事業者と協定を締結した、ゆ～バス２社、

これは９路線でございますけれども、及び予約ワ

ゴンバス６社８路線の計８社が対象の補助事業と

いうことになっております。 

  26年度におきましては当初予算１億4,200万の

計上でございましたが、26年度のまだ年度末を迎

えるところでございまして、これまでの実績等を

勘案し、増額をお願いしたというところでありま

す。 
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  いずれにしましても、こういった運行路線の統

合、あるいは停留所の増設、見直し、そういった

ものについては、今後、27年度の予算の中でも対

応する準備があるということで、ご理解をいただ

きたいと思います。 

  さらに、１年間の運行で要した事業経費から、

一般的には、運賃収入等の事業から得られる収入、

これを控除したもの、これを赤字分ということで

補填するということから、補助金として支出しよ

うとするものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） ありがとうございます。 

  １つだけ、今のお話のところの統合や見直しの

部分も勘案したときの、そのバスに係る経費の補

助、あとは運賃収入の控除をした分の補助を考え

ているのかを１つお聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） これまで地域バスの

見直し方針ということで、昨年の８月の議員全員

協議会だったですかね、９月に、今年度、つまり

26年度中の見直しについて考え方を示しました。

ことしの10月までに、今までの試行期間というこ

とを踏まえて、路線のある程度の見直しを進めた

いということで、その中には、統合しなければな

らないような路線があるのではないか、あるいは

住民の方の要望によって停留所の増設をお願いし

たりとか、そういった利用者の声を拾い上げた中

での見直し、基本方針を示させていただきました。 

  したがいまして、それらを当然勘案しながら進

めていくということになろうかと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） はい、わかりました。 

  あともう一つ、すみません。予約ワゴンバスに

ついて、８路線ということで８社を使っているわ

けですが、例えばかかる経費の割合で事業者が要

望してくる、市が先導をとって予算を上げていく

とは思うんですが、業者が要望してくるような値

段と、例えば燃料費、そういったものに関しまし

てはこの中に入れて、当初の予算で計上してやっ

ているものなのかをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） そういったもろもろ

の諸費用等につきましても、この当初予算の中に

は一応含めて、私どもでは計上しているという考

え方でお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） 了解いたしました。 

  それでは、次にいきます。 

  39ページです。予算執行計画書の２款１項13目

防犯対策費、防犯・暴力追放対策費の1001事業、

防犯灯ＬＥＤ化事業についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） それでは、防犯灯の

ＬＥＤ化事業についてお答えをいたします。 

  平成25年度に、このエスコ事業ということで、

市内の既設蛍光灯等を、防犯灯、これを一括して

ＬＥＤ化を図ったものでございまして、平成25年

度の当初予算で、平成25年度から平成35年度まで

１億5,300万円という債務負担行為を起こして実

施をしております。 

  したがいまして、内容的には、これらの各年度

における予算計上は、１億5,300万円の割賦払い

という形での予算計上ということになろうかと思

います。 
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  当然、事業費、債務負担行為は限度額でありま

すから、その都度精査をして、これより下回る額

で基本的には毎年支出するようになろうかと思い

ますけれども、その額を計上しております。 

  また、自治会等の所有する蛍光灯等の防犯灯を

撤去して、新たにＬＥＤ防犯灯を設置した上で、

維持管理、あるいは修繕、こういったものをあわ

せた包括的サービス提供を平成35年度まで─先

ほどの債務負担行為の10年の終わりですけれども

─にわたり、民間業者に委託したものというこ

とでご理解をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） 了解いたしました。 

  続きまして、40ページ、２款１項14目本庁管理

費、庁舎管理費、3001事業です。新規非常用照明

用蓄電池交換工事設計、東庁舎外壁修繕工事設計、

電気自動車用急速充電器設置工事設計、本庁舎ト

イレ改修工事設計の概要についてお伺いいたしま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） それでは、まず初めに、

非常用照明用蓄電池交換工事についてご説明した

いと思います。これにつきましては、非常用照明

があるわけですが、停電時なんかのときに点灯す

る照明でありますが、この照明、蓄電池のほうを

電源としております。これが地下１階のほうにあ

りまして、全部で54個あるわけなんですが、自動

車のバッテリーを想像していただければと思うん

です。ただ、これが、設置しましてから20年が経

過して、機能低下をしているというふうなことで

ありますので、全部を交換したいというふうな中

身になっております。 

  それから２つ目、東庁舎外壁修繕工事でありま

すけれども、これにつきましては、外壁の診断調

査を実施しましたところ、タイルの浮き、あるい

はひび割れ、欠損部分があるというふうな指摘を

受けました。これを放置しますと崩落等の危険性

もありますので、この修繕工事のほうを実施した

いというふうな中身となっております。 

  それから、電気自動車用急速充電器設置工事で

ありますが、平成27年度、環境管理課のほうで電

気自動車のほうを１台導入を予定しております。

そんなところから、この急速充電器のほうを設置

するというふうな中身となっております。 

  それから、４つ目の本庁舎トイレ改修工事であ

りますけれども、これにつきましては、１階、２

階部分のトイレでありますけれども、洋式の大便

器のほうをふやすというふうな中身となっており

ます。現在、大便器のほうは３つあるわけなんで

すが、洋式が１つというものを２つにふやすとい

うふうなことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 会議の途中ですが、ここ

で10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０２分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） 先ほどのご答弁をいただ

きまして、その中で１つ、急速充電器の設置場所

についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 大変申しわけございませ
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んでした。 

  位置的に、あちらに東庁舎がございまして、そ

の１階が車庫となっております。そこに運転手の

控室がありまして、そのすぐ脇の車庫といいます

か、そちらに設置を予定しております。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） 了解いたしました。 

  それでは、次にいきます。 

  41ページ、２款１項15目西那須野支所管理費、

西那須野支所庁舎管理費、3001事業、新規の庁舎

周辺街路灯の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  西那須野支所長。 

○西那須野支所長（熊田一雄） 西那須野庁舎街路

灯についてお答えいたします。 

  現在、西那須野庁舎前広場及びその周囲に18基

33灯、それからあたご駐車場に３基３灯の街路灯

がございまして、これが今、水銀灯となっており

ます。これらをＬＥＤ化、リニューアルするため

の工事でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ４番、齊藤誠之議員。 

○４番（齊藤誠之議員） 了解いたしました。 

  それでは、最後、107ページ、８款４項４目公

園費、公園維持管理事業（1001事業）、土地購入

費、新規、烏ヶ森公園用地の概要についてお伺い

いたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 烏ヶ森公園の用地につ

きましてお答えいたします。 

  烏ヶ森公園につきましては、国道４号西那須野

道路の築造に伴いまして、公園の東側の角の部分、

この部分を道路用地としまして国へ売却すること

になっております。 

  この烏ヶ森公園を市民の憩いの場として確保し

ていくために、国が残置買収を行いました、隣接

する旧ビジネスホテルの用地、これがございます

が、この1,441㎡、これを公園用地として取得し

まして、烏ヶ森公園の拡張整備を行うものでござ

います。 

  買収した箇所につきましては、屋外ステージ前

の芝生広場、これを拡張する形で、芝生広場を広

めるという形で整備を行う予定となっております。 

  以上でございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎答弁保留の答弁 

○議長（中村芳隆議員） ここで生活環境部長より

発言があります。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） 先ほど藤村議員から

お尋ねのありました、第１期の最終処分場に係る

基本構想の費用でございますが、平成５年当時で

ございますが、850万円でありました。 

  以上です。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（中村芳隆議員） 次に、20番、山本はるひ

議員。 

○２０番（山本はるひ議員） それでは、予算執行

計画書からお尋ねいたします。 

  52ページ、56、57、67、68、３款民生費と衛生

費の中に入っている番号制度の関連予算について

でございます。 

  番号制度関連予算のほかに、社会保障・税番号

制度に伴うシステム開発に関する委託料が、それ

ぞれの課でおのおの予算化されている理由につい
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てお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） お尋ねの、予算執

行計画書にあります、各要求しているシステムに

つきましては、保健福祉部関係のシステムでござ

います。障害者支援システムほか５つ、全部で５

つという意味でございますけれども、システムで

ございますけれども、この予算の計上に当たりま

しては、それぞれのシステムの本来の利用目的と

いうことから予算の分類を考えたということと、

これらのシステムの改修につきましては、厚生労

働省の補助金等が交付されることになっておりま

すけれども、それらの補助金の対象となるという

ことから、システムの改修費用を目的別に整理し

て予算を計上したというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） この番号制度の導入

につきましては、行政サービスの向上とか効率化

ということで、全庁的に行われる、全国的な改革

だというふうに思っています。 

  それで、このたび、総務とか企画の部分にもも

とのところが入ってはいるんですけれども、国の

システムから来ているものであることもわかりま

すし、厚労省の補助金がということも理解はいた

しますが、那須塩原市として何年かかけてこのマ

イナンバー制を構築して行政効率を上げていくと

いうことであれば、それぞれのところで、本来の

仕事のほかにこういうシステムの変更をしなけれ

ばならないということなのであれば、例えば企画

とか総務とかで一括してそれを全部構築したほう

が効率がよいのではないかと思って、このことを

聞きましたが、これ以上につきましては結構でご

ざいます。 

  次にいきます。 

  同じく予算執行計画書の106ページ、８款土木

費の中のまちづくり事業費についてでございます。

質疑内容につきましては、黒磯駅周辺地区都市再

生整備計画事業のまちなか交流広場用地の購入と

物件移転補償についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、お答えいた

します。 

  まちなか交流センターと広場の用地につきまし

ては、今年度、用地買収や寄附によりまして約

2,400㎡の土地を確保して、現在事業を進めてお

りますが、市民によるワークショップ等、活性化

に向けた具体的な協議の中で、駐車場の確保が強

く求められているところでございます。 

  このようなことから、現在確保している用地だ

けでは、十分な駐車スペースを確保することが難

しいということで、付近の未利用地がございます

が、３人の所有でございます。３名おられますが、

３人合わせまして1,320㎡の買収や、空き家など

５棟の移転補償を予定しているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） この整備計画の中で

は、まちなか交流センターに続く土地だというふ

うに、この交流広場を考えてよろしいのかという

ことと、今、駐車場がということをおっしゃいま

したけれども、これも、細長く奥のほうの場所な

のだと思うんですけれども、その交流センターを

利用するための駐車場が必要なので、ここの空き

家の部分を買い取って補償するという理解でよろ

しいですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 
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○建設部長（若目田好一） まちなか交流センター

と交流広場の関係でございますが、今の予定でい

きますと、まちなか交流センターにつきましては、

旧チサンホテルのあったところ、今解体していま

すけれども、ここの部分に交流センターを築造し

まして、その残りの部分は、一体的な形で交流広

場というふうなことで考えております。 

  そういった中で、今の、今回27年に買収する予

定の箇所は、今回寄附と買収をしました奥の部分

を一体的にということで、この形が長方形になる

わけですけれども、そういった形で整形よく買収

をいたしまして、用地を確保して、駐車場だけで

はなく、イベントとかそういうものにも広く使え

ますので、そういった意味で、今後活用が広がる

ものというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） まちなか交流センタ

ーと交流広場の関係はわかりました。 

  それで、空き家が５棟というふうにおっしゃっ

たと思うんですが、この物件の補償金として物件

移転等で5,000万円が入っているんですが、そう

いたしますと、空き家というのは使っていない建

物だというふうに理解をするんですが、５棟が

5,000万ということは、１棟に対して1,000万円の

補償金だというふうに理解をしてよろしいわけで

すか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 建物の移転の補償につ

きましては、国の運用基準というのがございまし

て、移転の補償基準がございまして、これに基づ

きまして補償費を算定するわけなんですが、その

場合には、建物につきましては、その価値としま

して、最低でも建物の費用の20％の価値はあると

いうふうなことがございます。 

  そういった中で、それと、解体する場合には解

体費用というのがございまして、それらを合計し

て試算をしまして、額を算定するわけなんですが、

そういった中で、５棟ですから１棟平均1,000万

ですけれども、均等ではないと、その建物の大き

さとか価値によってその額は違ってくるというこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） そういたしますと、

この補償費の5,000万は、建物を壊して土地だけ

にするという費用を持ち主に払うということでよ

ろしいわけですね。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 用地を買収するわけで

すから、建物につきましては、持ち主の方が処分

して、きれいにしていただかないと補償費は払え

ませんので、そういったことになるかと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） その部分はわかりま

した。 

  計算できればいいんですが、この交流広場の

2,400㎡を4,413万9,000円で買うということは、

すみません、平米単価はどのくらいになるんでし

ょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 買収単価につきまして

申し上げますと、平成26年度につきましても、寄

附のほかに用地買収をしているところがございま

すが、そこにつきましては、鑑定評価を入れまし

て、１㎡当たり３万6,700円ということで買収を
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しております。 

  その買収価格を基準に算定をしておりまして、

場所によって違いますけれども、試算では３万

2,300円から３万5,200円、１㎡当たりですね、こ

れで試算をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） わかりました。 

  次に移ります。 

  同じ予算執行計画書の115ページと116ページ、

10款教育費の中の学校教育費についてでございま

す。質疑の事項は、共同調理場の賄い材料費の内

訳と材料購入先及び市内からの食材購入の割合に

ついてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 共同調理場の賄い材料費

関係についてお答えをいたします。 

  まず、賄い材料費の内訳でございますが、小学

校、中学校合わせまして、割合として整理をして

みました。 

  まず、御飯、またパンの主食に関するものが

21％、牛乳については18％、その他の食材が61％

となっております。 

  また、食材の購入先でございますが、栃木県の

学校給食会、また、なすの農業協同組合、地元の

商店などからの購入となっております。 

  続きまして、市内産の食材購入の割合でござい

ますが、主に御飯類、牛乳、野菜など金額ベース

で整理をしましたが、43％程度が市内からのもの

となっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 食材購入費について

お伺いしたのは、昨年、給食のパンに異物が混入

されていて、購入先をかえたということがあった

と思います。もともとパンは、市内では買っては

いなかったと思うんですが、今回、場所をかえた

ところも市内ではないというふうに聞いておりま

す。 

  それで、なぜパンと御飯を、主食は21％だとい

うふうにおっしゃっていましたが、それを那須塩

原市内で調達しないか、あるいはできないかとい

うことをお尋ねしたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） パンの購入先の関係だと

思うんですが、パンにつきましては、栃木県の学

校給食会にお願いをして購入しているという状況

でございますが、学校給食会におきまして、そう

いった製造のできる事業者というものをもちろん

調査した上で製造をお願いしているんですが、那

須塩原市内で、一定規模の数を製造できるパンの

製造事業者が、現時点では市内にないということ

で、市外になっているというのが現状でございま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 共同調理場での給食

を調理するということは、３カ所でそれぞれたく

さんの、多くの数をつくっているということにな

ると思うんですが、主食につきましては、例えば

食缶に入れて配るということではなくて、個々、

例えば小学生だったら何グラムのものを幾つとい

うふうに決まっているんだと思いますので、一つ

のところでなくても、それぞれの学校の近くで、

つまり、那須塩原市内にパン屋さんがたくさんご

ざいますので、そういうところに分けて頼むとい

うことも可能ではないかと思って、この予算を見

ていたんですけれども、そういうことは地産地消

ということから言ってもとても大切な部分だと思
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うんですけれども、それについてはどのようなお

考えでこういう予算を組んでいるのかお聞かせく

ださい。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 市内にも小さな業者がも

ちろんございますので、そういったところに分け

てというご意見だったと思うんですが、あくまで

県の学校給食会のほうにお願いをしているという

部分がまず前提でございますが、特に地産地消と

いう視点からいきますと、特にパンについては、

地元産の小麦というのはほとんど利用されていな

いというような状況の中で、やはり安定的に購入、

配送も含めて、時間に間に合うように各学校に届

けるとか、ある程度のシステムが確立していない

と、なかなか安定的な供給が図れないというよう

な状況もございますので、最終的には給食会のほ

うで判断することにはなりますが、現状としては、

単価の問題等も含め、なかなか厳しいというよう

な話を伺っております。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） そういたしますと、

学校の給食費の賄い材料というのは、市の責任で

はなくて、もととしては、栃木県学校給食会がそ

の指示をしているということが第１であるという

ことなのでしょうか。 

  それともう一つ、パンに異物が入っていたとき

に、市外の業者からほかのところにかえたという

ことだったんですが、それもやはり同じ大田原の

市内の業者になっているのかどうかお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） まず、食品、食べ物の安

全性の責任はということなんですが、あくまで、

発注をしている市が、一義的には責任は持ってい

ると思っております。 

  ただし、発注する際に一定の基準等を示した中

で、受託者が対応できるということで行っており

ますので、基本的な責任というものはもちろん市

になるとは思っておりますが、受託をした側のも

ちろん責任というのもあるのかなというふうに思

っています。 

  それと、パンの実際に変更した先が市外の業者

であったということでございますが、製造能力等

も含め、受託をしている栃木県の学校給食会のほ

うでそこに再度製造をお願いしたというふうに私

のほうは理解しています。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） それと、先ほど、市

内で御飯と牛乳と、それから副材料の野菜の一部

は購入しているということだったんですが、そう

いたしますと、御飯と牛乳は全て那須塩原市内の

業者から購入しているということでよろしいです

か。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） こちらにつきましても、

基本的な対応は、給食会からの納品ということに

なっておりますが、その製造過程、また原材料の

収集の過程、そういったものを追っていきますと、

御飯につきましては、基本的に市内産のお米が利

用されている。また、牛乳についても、もちろん

市内で生産された牛乳が使用されている。そのほ

かもろもろ、副食材であるとか、相当の材料が必

要になりますが、そういった部分については、市

内で生産されたもの、また購入されたものが多く

なっているという状況です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） これにつきましては
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了解をいたしました。 

  次に、同じ給食費のことです。116ページ、10

款教育費、学校給食費の中の学校給食単独校の賃

金が来年度増額になったその理由と、やはり食材

の仕入れ先についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 単独校の賃金の増の要因

でございますが、当初、市職員の配置を予定して

おりましたが、そちらがちょっと無理になった、

困難になったことから、臨時職員による対応とい

うことで賃金がふえているということになってお

ります。 

  それと、主な仕入れ先でございますが、共同調

理場と同じように、栃木県の学校給食会、また、

なすの農業協同組合、地元の商店などからの購入

になっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） この項に関しては了

解をいたしました。 

  次に移ります。 

  予算執行計画書118ページと119ページにかけて、

10款教育費、学校運営支援費の中で、外国語教育

推進事業、ＡＬＴに係る報酬、また、委託料など

の詳細についての説明をお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  まず、ＡＬＴでございますが、２つの形で本市

では対応しております。 

  １つが、直接雇用という形で６名、こちらが報

酬ということになりますが、１人当たり月額30万

円の６名ということでの予算計上でございます。

また、直接雇用のＡＬＴにつきましては、勤務地

の学校へのいわゆる旅費関係、それと、住まいに

なっておりますアパートの更新料、あわせて火災

保険等の加入、それと、実際にアパートの賃借料

等々を計上したところでございます。 

  また、委託でお願いしているＡＬＴでございま

すが、月額36万3,000円強の額を28名、予算に計

上しているところです。 

  総額では１億2,000万強になります。 

  また、ＡＬＴの附帯業務ということで、消費税

の増も見込みながら、27年度の予算では、月額39

万6,000円の、消費税1.08％と1.1％、それぞれ半

年ずつ計上し、500万強の予算を見積もったとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 数字たくさんだった

ので、全てはちょっと覚えられなかったんですが、

つまりＡＬＴについては、直接雇用している先生

が６人と、それから委託をしている方が28人とい

うことで、それぞれ雇用形態が違うということな

んですが、細かいことを説明していただきました

が、１人当たりにかかっているお金というのは、

直接雇用の方が幾らで、委託をしている方が幾ら

か教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） それぞれ積み上げ、積算

しなければなりませんので、追って回答したいと

思います。申しわけありません。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） すみません、それで

したら後で計算をして教えていただきたいのです

が、委託と直接雇用の２系統でということは、前

にもその理由はお尋ねしているのでわかりますが、

今年度もというか、同じ方が来年度も行くという
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ことで、同じ予算立てだとは思うのですが、こう

いう予算を立てることでしか人数を確保できない

ということで、最終的に理解をしてよろしいわけ

ですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） ＡＬＴの雇用につきまし

ては、基本的には直接雇用という考え方の中で当

初10名の雇用を行っておりましたが、昨今、英語

教育というものが授業化される、小学校まで拡大

されるというような大きな流れの中で、ＡＬＴ自

身を確保することが非常に難しい時期に来ており

ます。 

  そういった中で、委託によって確保するという

方法が多くとられてきておりまして、現時点では

２通りのもので行っておりますが、優秀なＡＬＴ、

また安定的に確保するということになりますと、

今後は委託というものを中心に検討していきたい

というふうには考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） そこは了解いたしま

した。 

  次に移ります。 

  予算執行計画書の121ページと123ページ、10款

教育費、小中学校施設整備事業の中で、トイレ洋

式化改修工事設計業務の設計内容と、ミストシャ

ワーの設置の内容についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  各小中学校のトイレの和式便器を洋式便器に取

りかえるということで、そのための設計を予算に

計上しているところでございまして、全体で小中

学校1,500基ほどの便器がございます。現時点で

は500基強が洋式化されておりますので、残りの

1,000基弱の洋式化に向けた設計を今年度実施し、

来年以降３カ年でそれぞれ改修をしていくという

ような計画でおります。 

  また、今回改修する便器につきましては、衛生

面等も配慮いたしまして、乾式化ということで、

水洗いということではなく、本当にモップ程度で

床をふくような形で、衛生面に配慮したものを考

えております。 

  それと続きまして、ミストシャワーの関係でご

ざいますが、温暖化ということもありまして、夏

期におきましては、熱中症予防対策の一環という

ことでミストシャワーを、昇降口などの出入り口、

そういったところに２カ所程度設置していきたい

ということで考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 最初に、トイレの洋

式化の話なんですが、まだ和式になっているもの

を1,000基程度ということなんですが、そういた

しますと、小学校も中学校も今後は和式がなくな

るという理解でよろしいのかということと、この

際というか、数をふやすというようなことはない

のかということと、多分、女子用と男子用とそれ

ぞれ学校は別々になっていると思うんですが、男

子用のトイレも、今まであった和式を洋式にして、

数は変わらないということなのかについてお伺い

をいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） まず、現在考えているの

は、基本的には全て洋式化を考えております。 

  また、数的な部分ですが、どうしても和式に比

べて洋式の場合のほうがスペースをとるというこ

ともありますので、実際に設計をした中で、場合
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によっては数が減ってくる可能性もあるかと思い

ます。これは設計をしてみないと、ちょっとはっ

きり申し上げられません。 

  それと男子用についても、基本的には考え方は、

最初にお答えしたとおり、洋式化ということで考

えております。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） そういたしますと、

学校、数が多く、それぞれ年数も新しいところと

古いところがあると思うのですが、これはあくま

でも、トイレの外側は、大きさはそのままにして、

中での設計を変更することによって、和式を洋式

にするということの理解でよろしいのですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） はい、基本的にはそうい

った考えでおります。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） もう一つ、乾式化で

というふうにおっしゃったんですが、トイレ自身

は水を使うものだと思うんですが、乾式化という

のは、そこでお水を使っても、床にはそうではな

い、もう少し説明をお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 現在のトイレなどを思い

出していただけると、どうしても和式ですと便器

の周りが汚れてしまったりということで、やはり

水をかけて洗うとか、そういった衛生面の対応が

必要になってまいりますが、洋式化ということで、

一般的には座った形で使用するということになる

かと思いますので、余り回りが汚れないというよ

うな考えのもとで、できるだけ水洗いは避けると

いう方向で考えております。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） トイレについてはわ

かりました。 

  ミストシャワーにつきましては、昇降口に２カ

所程度ということだったのですが、これも、子ど

もの数にかかわらず、２カ所で、数の違いで対応

するということでよろしいのですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  基本的には２カ所という考え方ですが、もちろ

ん大きな学校もございますし、必要に応じて、そ

の辺は設計の段階で数については調整をしていき

たいというふうには考えております。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 最後の質疑になりま

す。 

  133ページと134ページ、10款教育費の公民館管

理費についてです。三島公民館の新たな駐車場整

備の詳細をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 三島公民館の駐車場の整

備ということで、現在、施設の北西側、裏側とい

うんですかね、そちらに雑木林がございます。そ

ちらを、所有者にご協力をいただきながら、当面

借用して整備をしたいと考えております。 

  実際の面積でございますが、4,982㎡ございま

す。そちらについて駐車場の整備を行い、内容と

しては、伐採工が3,500㎡ほど残っております。

そのほか、土工、また浸透槽等も設置しなければ

なりませんので、そういったもろもろの関連の整

備をした上で、総台数200台程度をふやしていき

たいということで考えております。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 三島公民館の一番大
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きな三島ホールの場合ですと、多分450人ぐらい

の収容だと思います。多分、今の駐車場、百五十

何台だったと思いますので、これで200台をふや

すということで、三島公民館が満杯になるような

イベントのときにも間に合うということで、これ

をつくるということなのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  ただいま、議員のほうから話がありましたよう

に、三島ホール、定員が485名ということになっ

ております。昨年等の実施状況を見ますと、300

人を超えるような集まりが15回ほどあるというよ

うなことも踏まえまして、今回200台程度をふや

すことで一定の対応はできるということで考えて

おります。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 駐車場をとりあえず

は借用してというお話をされていましたけれども、

多分、一度借用したらずっと、三島公民館がある

限り使い続けるものだと思いますが、これは買う

ということと借りるということを勘案して借りる

ことにしたのかどうかだけお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） これまで数年にわたって

調整してきた結果、所有者の方の意向として、売

買ではなく賃貸借でお願いしたいというご意見だ

ったものですから、そういう考えで整理しており

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 20番、山本はるひ議員。 

○２０番（山本はるひ議員） 今後だとは思うんで

すが、これは整備をしたときには賃借料はどのく

らいだというふうに見積もっているのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回の当初予算で計画し

ているものは、平米単価58円、近隣の取引等も含

めて検討した上で、総額で340万ほどを見込んで

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） それでは、予算執行計

画書に基づいて質疑をさせていただきます。 

  １ページの１款１項１目個人市民税、滞納繰越

分の対前年度比増加分の理由についてお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） それでは、個人市民税滞

納繰越分増加の理由についてでございますけれど

も、滞納者の皆さんへの対応としまして、文書等

による催告、あるいは納税相談、それから滞納処

分等の実施をしております。これによりまして

年々収納率の向上が見られております。この状況

から、平成27年度においても収納率の増が見込ま

れるだろうというふうな予想のもと、収納率、収

入額のほうも増加というふうなことにしておりま

す。 

  また、参考までにでございますけれども、26年

１月末ですと16.7％であったものが、ことしの１

月、27年１月末でありますと18.3％というふうな

増加というふうなことになっておりますので、そ

のようなところから増額というふうに見込んでい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 18％の増加ということ

で、それで、具体的にもう１回、取り組みについ

て今後どういうふうにしていくのかお伺いしたい
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と思いますけれども。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） ただいま申し上げました

ように、文書なり、あるいは納税相談なり、滞納

処分なりというふうなことが基本となるわけでご

ざいますが、それに加えまして、やはり収納に関

する指導というふうなことで、指導員さんのほう

も設置しまして対応しております。そんな中で、

いろんな指導をしていただきながら、さらなる収

納率の向上に努めていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） すみません、設置して

というその前の言葉がちょっと不明だったので、

もう１回お願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 指導員のほうを雇用いた

しまして、それで対応をしているところでござい

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 収納員ですかね、収税

員、そこら辺のところをはっきりもう１回お願い

したいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 収納指導員というような

ことになります。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 理解をいたしました。 

  次に、同じ１ページで、１款１項２目の法人市

民税、同様に、滞納繰越分、対前年比増加分の理

由についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） この法人市民税につきま

しても、理由については、先ほどの個人市民税と

同様でございます。 

  ちなみに参考といたしまして、平成26年１月末

ですと17.33％でありましたけれども、本年１月

でありますと19.71％というふうな上昇となって

おりますので、こういうふうな増額を見込んだと

いうふうなことになっております。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 増加分に対してはわか

りました。取り組みについては、やはり同じよう

な取り組みというふうに理解してよろしいんでし

ょうか。はい。 

  同様に、同じく１ページの１款２項１目固定資

産税、同様に、滞納繰越分、対前年比増加の理由

についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 固定資産税につきまして

も、先ほどの２つの税と同じような対応というふ

うなことになっておりまして、これも参考までに

でございますが、26年１月末ですと13.34％であ

りましたのが、ことし１月末でありますと

13.77％というふうな状況となっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 取り組みについては同

様な形でよろしいんでしょうか。はい、わかりま

した。 

  それでは次に、20ページ、16款２項１目不動産

売払収入、前年度比増加の理由についてお伺いい

たします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 
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○建設部長（若目田好一） それでは、不動産売払

収入の増加の理由につきまして答弁申し上げます。 

  不動産の売払収入につきましては、分譲宅地の

売却としまして、前年度と同様に2,280万円を見

込んでおりますが、先ほど申し上げました国道４

号西那須野道路築造に伴いまして、烏ヶ森公園の

一部、これ3,874㎡でございますが、これを道路

用地として国に売却することとなるために5,772

万2,000円を見込んでおりまして、これによりま

して増額となっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 理解をいたしました。 

  次に、31ページ、２款１項２目人事管理費委託

料として、人事評価制度導入及び研修業務の内容

についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 人事評価制度でございま

すけれども、実は地方公務員法が改正されまして、

平成28年度からこの人事評価制度を本格導入とい

うふうなことになっております。 

  目的は、能力、それから実績に基づく人事管理

の徹底というふうなことになるわけでございます

けれども、この人事評価制度、中身につきまして

は、１つが能力評価、もう一つが業績評価、成果

評価、成果といいますかね、その業績評価という

ふうなことになっております。 

  本市の場合、この能力評価につきましては平成

22年度から導入をしております。係長以下の姿

勢・適性評価、それから管理職のほうの管理能力

評価、これは既に導入をしているわけでございま

すが、業績評価のほう、これを今後制度設計して

導入をしていくというふうなことになってござい

ます。そのために、制度設計のための委託料とい

うふうなところがございます。 

  それからもう一つ、研修業務の内容についてで

ありますけれども、この新たに導入します業績評

価に伴いまして、その中身、それを詳しく習得す

るための研修、これを実施したいというふうに考

えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 新規ということですけ

れども、これは業績評価の部分が新規という形で

いいのか。たしか前年度よりも300万ほどふえて

いると思うんですが、それとあわせて委託先につ

いてお伺いしたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 議員おっしゃるとおりの

その業績評価のほうが、新たなものというふうな

ことで、新規扱いというふうなことになります。 

  それから、この委託先でありますが、全国的に

見ますと、こういうふうなものを手がけていると

ころが何社かあります。そんなところからという

ふうに考えてございます。 

  それから、その増額となったところであります

が、先ほども申し上げましたように、新たな制度

を導入するというふうなことでありますので、制

度設計に120万ほど、それから研修ですね、その

制度の習得というふうなことでの研修、それが80

万、それから、その他といたしまして40万程度と

いうようなことで、合わせまして260万弱という

ふうなことで予定をしております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） はい、わかりました。 

  それでは次に、35ページ、２款１項８目企画政

策費、定住促進事業ということで、シティセール
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ス先進地視察時バス借り上げの内容についてお伺

いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） シティセールス先進地視

察時のバス借り上げの内容ということでございま

すけれども、シティプロモーションの先進地とし

て川崎市への日帰りの視察を予定してございます。

川崎市につきましては、これまでシティセールス

に積極的に取り組んでおられまして、現在はシテ

ィプロモーションの戦略というものを策定してい

るというふうに聞いてございます。 

  参加者につきましては、本市の定住促進実行部

隊、また、ワークショップ等に参加をいただいて

いる市民の方を対象として、25人前後ということ

で予定をしてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 再度お聞きしたいんで

すが、目的は、どういった目的で行くのか。また、

さらには、いつごろ予定しているのかお伺いした

いと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 目的につきましては、こ

れからの本市のシティプロモーションのさらなる

進展ということを目的といたしまして、市民とと

もに行っていくという視点から視察を行う予定で

ございます。 

  時期につきましては、６月の下旬ごろを予定し

ているというところでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） はい、理解をいたしま

した。 

  次に、36ページ、２款１項８目情報管理費、情

報系システム管理費、ＩＣＴ－ＢＣＰ策定支援業

務の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） ＩＣＴ－ＢＣＰ策定支援

業務ということで、災害時等における市の業務を

継続できるよう、情報システムをできる限り確保

して、情報システムが停止した場合において迅速

に情報システムを復旧させることを目的としまし

て、必要な運用や対策を定める計画、すなわち情

報システム業務継続計画、ＩＣＴ－ＢＣＰという

ことの策定を予定しているものでございます。 

  具体的につきましては、災害が起きたときにど

のような被害があって、それが情報システムにど

れだけ影響があるかというようなことから、事前

の対応、また、災害が起きたときの対応をどのよ

うにしていくかというような内容の計画を考えて

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 事前対応ということで、

それ、委託先については何社か目当てがあると思

うんですが、委託先はどういうところになるのか

お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 委託先につきましては、

本市にこれまで情報系システム等でいろいろかか

わってきた業者の方もいらっしゃいますし、この

ＩＣＴ－ＢＣＰに深く取り組んでいる事業者もあ

るということで、そういった事業者の中から選定

をしていきたいなと思っています。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） 委託料は幾らぐらいに

なっているのかお伺いしたいと思います。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 委託料につきましては

500万を予定しています。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） はい、理解をいたしま

した。 

  次に、43ページ、２款２項１目の税務管理費、

税務管理事務推進費、社会保障・税番号制度に伴

うシステム開発事務の内容についてお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 社会保障、それから税番

号制に伴うシステム開発事務の内容でございます

けれども、まずはその目的でございますが、課税、

あるいは事務の効率化、それから納税者の利便性

の向上を目指すというふうなところになります。 

  システム的にいろんな変更等をするわけであり

ますけれども、じゃ、それをしてどうなるのかと

いうふうなことでございますけれども、３点ほど

ございます。 

  まず第１点が、納税義務者の方々が提出します

申請、届出書等の記載事項に番号を追加するとい

うふうなことになりますので、地方税情報の管理

としまして、その番号をキーとして、名寄せ、あ

るいは合算、突合が可能となります。納税者の

方々の所得情報をより的確に、そして効率的に把

握することが可能になるということが１点目。 

  ２点目でありますが、国税当局から提供されま

す確定申告情報に個人番号が付されます。そうし

ますと、申告情報との名寄せが簡単にできるとい

うふうなことになりまして、申告されました所得

情報の確認、あるいは未申告者の洗い出し、こう

いったものが容易になるというようなことになり

ます。 

  この２点は内部的な効率化というふうなことに

なるかと思いますが、３点目でありますけれども、

国が管理しております情報提供ネットワークシス

テムを通じた情報の取得として、課税事務のため

に、現在は紙で照会しています、ほかの市町村の

所得情報、あるいは生活保護などの申請に添付す

る所得証明書等の提出を求めているものが、これ

が紙ベースじゃなくてネットワークを通じてでき

るというふうなことになりますので、照会回答の

事務作業の簡略化、あと同時に時間の短縮、それ

から、これは利用者の方々の利便性というような

ことになるかと思いますが、添付書類の省略が可

能になるというふうなことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） たしか、ことしの10月

には個人カードとして多分市民の方に送付される

だろうと予想されているわけですけれども、その

個人カードに対しての市民への周知等々について

はどういうふうに考えているのかお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） マイナンバーにつきまし

ては、国のほうのＰＲもございますけれども、市

において、広報等を通じ、これからも行っていき

たいというふうに思っています。 

○議長（中村芳隆議員） 12番、鈴木紀議員。 

○１２番（鈴木 紀議員） いずれにしろ、市民の

方は不意にもらって困るという部分もありますの

で、しっかりと説明はお願いしたいと思うんです

けれども、それを進めていくためのスケジュール

等についてはどのようになっているのかお伺いし

たいと思います。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 私のほうは税関係という

ふうなことになりますが、先ほど議員もおっしゃ

っていましたように、10月には市民の方々に通知

が来るというふうな予定になっているそうでござ

いまして、また、28年１月にはカードのほうが配

布になるというようなことでありますので、それ

に間に合わせた形で対応していきたいというふう

に思いますし、ただ、先ほど３点目に申し上げま

したそのシステムネットワーク、これにつきまし

ては、28年のたしか１月から国のほうが運用とい

うふうなことになりますので、それについては若

干おくれての運用というふうなことで聞いており

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 会議の途中ですが、ここ

で昼食のために休憩いたします。 

  午後１時、会議を再開いたします。 

 

休憩 午後 零時０６分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎答弁の訂正 

○議長（中村芳隆議員） ここで総務部長より発言

があります。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 先ほど税番号制度のとこ

ろでカードのスケジュールについてご説明差し上

げたところですが、私、28年１月には個人番号カ

ードのほうが配布されると申し上げましたが、配

布ではございませんで、必要な方々に対して、そ

の申請に基づいて交付がなされるというふうなこ

とでございました。大変申しわけございません。 

  また、その手数料につきましては、国のほうで

今検討中というふうなことでございます。 

  大変申しわけございませんでした。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（中村芳隆議員） 次に、２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） 通告に従い、質疑をさせ

ていただきます。全て予算執行計画書の中でお願

いします。 

  予算執行計画書22ページ、20款４項３目学校給

食費収入について、小中学校の給食費が前年度比

から減額している理由についてお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 給食費の減についてご説

明申し上げます。 

  まず、給食の実日数が平成26年度は202日ござ

いました。平成27年度につきましては199日とい

うことで、まず日数が少なくなる。あわせまして、

児童生徒の数が、現在見積もっている中では112

名ほど減になるということで、全体的に費用が下

がっているというような状況です。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） 了解しました。 

  続きまして、57ページの３款２項１目児童福祉

総務費、非常勤職員報酬で、利用者支援専門員の

詳細について教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） それでは、利用者
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支援専門員の詳細につきましてお答えを申し上げ

ます。 

  今年の４月から子ども・子育て支援新制度が本

格的にスタートする予定でございます。市が行い

ます地域子ども・子育て支援事業の一つといたし

まして、利用者の支援事業というのを予定してご

ざいますけれども、その中に利用者支援専門員と

いうのを置きまして、その職務を担うという役割

を行っていただくというようなことを予定してい

るところでございます。 

  利用者支援専門員につきましては、子ども・子

育て総合センターというのを西那須野支所のほう

に設ける予定でございますけれども、そちらに１

名、それから子育て支援課総合支援係というのを、

こちらの本庁舎のほうの１階に係を１つ置く予定

でございますけれども、そこに１名の計２名を配

置する予定でおります。 

  職務の内容でございますけれども、子育て家庭

に対しまして、保育園や認定こども園などの施設

の利用、あるいは一時預かり事業やファミリーサ

ポートセンターの利用、市の子育て支援事業など

を円滑に利用できますよう、情報の提供、相談に

応じたり助言を行ったりと、そういう職務を行う

ものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） はい、了解しました。 

  続きまして、117ページの10款１項４目学校運

営支援費、報償金、特色ある道徳教育支援事業研

修会講師謝礼の人選内容についてお伺いいたしま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 特色ある道徳教育支援事

業研修会の講師の内容でございますが、お二人予

定をしておりまして、まずお一人が、宇都宮大学

教育学部の准教授であります上原秀一先生、この

先生につきましては、国立教育政策研究所の研究

協力者ということで、こういった道徳関係の事業

に携わっていらっしゃるということで、２回程度、

現時点では予定しております。 

  もう一人が、聖徳大学大学院教職研究科の教授

で、吉本恒幸先生という方でございます。この方

につきましては、中央教育審議会初等中等教育分

科会道徳教育専門部会の委員ということで、また、

研究指定校の授業研究会の指導、助言並びに保護

者啓発講演会等をお願いしたいというふうに考え

ております。予定は１回を考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） はい、了解いたしました。 

  続きまして、118ページです。10款１項４目学

校運営支援費の委託料で、小中学生に関する意識

調査の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 小中学生に関する意識調

査のまず目的でございますが、本市が進めており

ます人づくり教育の充実とあわせまして、小中学

生における児童生徒への支援や指導に役立ててい

きたいということで、児童生徒、また保護者、教

職員への意識調査を予定しております。結果につ

きましては、今後の事業、また計画等策定に反映

していきたいという考えでおります。 

  対象となる児童生徒ですが、小学校の３年生か

ら中学校の３年生までの全児童生徒を考えており

ます。また、その保護者につきましても、小学校

３年生から中学校３年生までの子どもを持たれる

保護者の方、あわせまして、小中学校の教職員と

いうことで、特に子どもと接する立場の方々を対
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象に考えております。 

  調査の概要でございますが、まず、調査の項目

といたしましては４項目に分けられまして、１つ

が学校生活、もう一つが家庭の生活、それと学習、

４項目めが健康・体育ということで実施をしたい

と考えております。 

  実施の結果につきましては、報告書というよう

な形に整理をいたしまして、また概要等について

も公表を今後していきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） はい、了解しました。 

  このアンケート調査をもとにして、目的として

いるその人づくり教育に生かしていくということ

で、やはり各それぞれのお子さんだったり保護者

だったり先生方たちの意識調査をした上で、これ

から市政に反映していくという考えでよろしいで

すか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） はい、そのような形で活

用したいと思っております。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） はい、了解いたしました。 

  続きまして、139ページの10款５項８目の青少

年費の通信運搬費、こどもを守る家・あんしん家

利用状況調査の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） お答えいたします。 

  こどもを守る家・あんしん家利用状況調査は、

隔年実施ということで、前回が平成25年度に実施

をしたものでございます。これまで１年間の子ど

もたちの駆け込み、避難の回数、利用した時間帯、

理由等もあわせて調査をする予定でおります。 

  また、こういったあんしん家であるとかこども

を守る家の看板等を設置していただく事業者の現

状把握などもあわせて行いたいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） それでは、現時点で、こ

どもを守る家とあんしん家と、何件登録されてい

るか教えてください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 現時点で私どもで把握し

ているのが、約という言葉がついてしまいますが、

1,500件程度の方がご協力をいただいているとい

うことでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） 守る家とあんしん家と、

最近の飛び込み事例などがありましたら教えてく

ださい。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 最近の事例ということで、

大変申しわけありませんが、具体的な内容につい

ては、ちょっと把握はしておりません。申しわけ

ございません。 

○議長（中村芳隆議員） ２番、星宏子議員。 

○２番（星 宏子議員） それでは、それが今回の

その状況調査によって、飛び込み理由ですとか、

先ほどの説明にありました時間帯というのをこれ

からまた掌握、把握されるということでよろしい

ですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 最近ということでちょっ
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とデータがなかったものですから、申しわけあり

ませんが、前回の調査の中で、全体で55％の回答

をいただいているわけなんですが、駆け込みの有

無ということで、実際に駆け込みがあったという

のが63件、特になかったというのが787件という

ことで、全体で７％程度の駆け込みがあったとい

うような回答も出ております。 

  また、その当時の調査の理由といたしましては、

声をかけられたとかつきまとわれたというのがそ

れぞれ１件、そのほか、下校途中でトイレに行き

たくなったとか、水が飲みたくなったとか、そう

いったのが130件を超える大半の状況なんですが、

今回の調査につきましても、前回の調査実績など

を踏まえて、時系列的にやはり統計もとりたいと

思いますので、類似した調査を行いたいというふ

うに考えています。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、23番、平山啓子議

員。 

○２３番（平山啓子議員） それでは、同じく執行

計画書の中からお伺いいたします。 

  51ページ、３款１項１目社会福祉総務費の中か

ら、八溝山周辺地域定住自立圏広域無料法律相談

の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 八溝山周辺地域定

住自立圏広域無料法律相談の内容についてお答え

を申し上げます。 

  昨年１月に八溝山周辺地域定住自立圏形成の協

定が締結されたところでございますけれども、そ

の提携に基づきまして、昨年11月から弁護士によ

る無料法律相談というのが始まっているところで

ございます。 

  なお、事業はスタートいたしましたが、予算の

執行、本市が予算を負担するのは、費用負担する

のが27年度からということで、新規の事業となっ

ているところでございます。 

  法律相談の内容でございますが、毎月第２木曜

日、午後１時から４時30分までの３時間でござい

ます。場所が大田原市のトコトコ大田原というと

ころでございますけれども、そこの３階でござい

ます。１人当たり相談時間が20分ということで、

定員は18人でございます。対象が本市を初めこの

事業に参加している大田原市、那須町ほか２市４

町の住民ということになります。弁護士は栃木県

弁護士会のほうにお願いをいたしまして、毎回２

人が来てくださっている状況でございます。 

  なお、申し込みにおきましては、大田原市総合

政策部総務課が受付窓口になってございまして、

そちらに１週間前から前日までに、電話で予約を

するというような仕組みになっているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございます。 

  昨年11月から始まって、本市においては27年度

から負担金ということで９万6,000円が出ている

んですけれども、これは大田原市におきましても

本市におきましても、独自で無料法律相談をやっ

ているところなんですけれども、これとはまた別

枠で、またこれも予約制という形をとるんですか。

また、２市４町というとかなり広範囲なので、遠

いところの方は大変かなと思うんですけれども、

今のところは大田原で、一本でやるということな

んでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 大田原が個別にや

っている法律相談の内容とか、ほかの参加自治体

の住民の方の利用の都合等、状況を存じ上げませ
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んので、お答えできませんけれども、本市におき

ましては、既に社会福祉協議会に委託をいたしま

して法律相談はやっているところでございます。 

  基本的には、いきいきふれあいセンターと長寿

センター、年に１回ずつ塩原公民館、ハロープラ

ザ等でも行っているところでございますけれども、

利用者が相当多岐にわたって、時々なかなか予約

が取れないというようなこともあることから、こ

の新たな事業に参加をしたというところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） これもやはり予約制で

しょうか。 

  それとまた、去年からというので、実績などわ

かりましたらお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 那須塩原市でやっ

ている法律相談も予約制でございます。 

  それから、私、去年からと申しました。大変申

しわけございません。前からやっている事業でご

ざいますけれども、去年の実績ですと、平成25年

度になりますが、この実績で351件の相談件数が

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 八溝山周辺というのに絞

って質疑をお願いいたします。 

  23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） すみません。去年11月

から八溝山のところでも無料法律相談が始まった

というので、それの実績なんかは何件ぐらいあっ

たでしょうかという質問です。すみません。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 申しわけございま

せん。八溝山の法律相談の実績ですけれども、那

須塩原市の市民の方の件数は３件というふうに聞

いてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） わかりました。 

  そうすると、これは弁護士さんは１人で対応と

いうことでよろしいでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 弁護士は２人でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） では、続きまして、ペ

ージ58ページの３款２項２目の保育園運営費の中

から、工事請負費、火災通報装置設置の内容につ

いてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） この火災通報装置

でございますけれども、これは火災が発生をした

ときに、消防機関へ即座に通報するための緊急通

報装置を設置するものでございます。那須塩原市

の保育園のうち永田保育園、とようら保育園を除

く10園に設置を予定しているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） そうすると、残りの10

園ですか、10の施設なんですけれども、今までが

なかったので、新たに取りつけるということでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 
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○保健福祉部長（松江孝一郎） 新たに設置するも

のでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございまし

た。 

  次、ページ、63ページの認可保育園運営費に入

ります。 

  委託料として認定こども園、小規模保育施設、

家庭的保育施設の内容についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 今年４月から新た

に子ども・子育て支援新制度というのが本格スタ

ートするところでございますけれども、これに伴

いまして、従来私立の保育園に委託料を払ってお

りましたけれども、認定こども園が５園ございま

す。それから小規模保育施設が７施設ございます。

それから家庭的保育施設が１施設ございますけれ

ども、これらの施設におきましても保育が行われ

るようになるということから、それらの施設に対

しまして、公定価格によって算定されました金額

から保育料等を引いた残りの金額ということにな

りますけれども、これらを委託料として支払うと

いうものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ただいまの各園の人数

の希望なんかわかりましたらお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 最初に、保育施設

から申し上げますけれども、友里かごがございま

して、ここが定員60名でございます。それからひ

ばりヶ丘が90名、コメットが80、ゆたかが120、

それから、西那須野地区、ほしが90、東が100、

西が90、こひつじが60、それから塩原地区で塩原

が40、ひまわりが90でございます。 

  それから、認定こども園でございますけれども、

認定こども園につきましては、虹ヶ丘幼稚園がご

ざいますけれども、これが１号認定、２号認定、

３号認定というふうに分かれているんですが、全

部で160名でございます。それからあけぼのこど

も園でございますが、これが200でございます。

それから、マロニエ幼稚園が200でございます。

それから、黒磯いずみ幼稚園が245でございます。

それから、すぎのこが100でございます。 

  それから、小規模保育施設でございますけれど

も、創造の森が19、みるく保育園が12、たけのこ

キッズハウスが19、こども館くれよんぴーすが12、

ベリーズ保育園が19、ちびっこランドアクアス西

那須野が19、ひかりみどり保育園が19でございま

す。 

  それから、家庭的保育事業でございますけれど

も、小さな託児園りとるぐゥが５でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございまし

た。細かいことすみませんでした。 

  続いて、ページ、91ページの７款１項２目の商

工振興推進費の中の補助金、空き家店舗対策チャ

レンジショップ設置の内容についてお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、空き家店

舗対策チャレンジショップの内容についてお答え

申し上げます。 

  こちらにつきましては、空き店舗活用と起業者

支援というものを目的に、チャレンジショップを

設置するものでございます。 
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  実施主体は、那須塩原市の商工会ということで

ございます。 

  実施を予定している箇所といたしましては、黒

磯地区で１カ所、そして塩原地区で１カ所を想定

しているということでございます。 

  支援の内容といたしましては、市は空き店舗の

家賃補助という形で、１カ月12万円を限度に支援

させていただく。そして商工会は、経営計画の作

成の支援やあるいは専門家の派遣によって、実施

指導等の支援を行うという内容のものでございま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございます。 

  今の内容ですと、家賃の補助が黒磯、塩原で、

それぞれ１件ずつで２件分ということですね。１

カ月、12月のどちらも家賃は同じなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） こちらについては、

地価相場というものを判断基準とさせてもらった

ということで、黒磯、塩原とも12万の要は家賃と

いうことでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございます。 

  それで、空き店舗を活用した事業ということな

んで、どのような今の段階で計画が立てられるの

か、わかっていましたらお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  対象者がどういう方になるかというようなとこ

ろが１つあるんだと思うんですが、対象者につき

ましては、市の商工会が実施しております総合支

援塾というものに参加された方あるいは市内で開

業を目指している方を対象としているということ

でございます。 

  そして、業種としましては、小売、サービス業

を対象としているということでございまして、フ

ァッションであったり、アクセサリーであったり

あるいは雑貨、そういうような小売店舗をチャレ

ンジしてみたい方に対してですね、家賃補助を行

うという内容でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） それぞれ１店舗ずつな

んですけれども、今現在空き店舗の数というか、

何店舗ずつぐらいあるんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  正確な調査に基づいた数じゃないということで

お断りをさせていただきます。その上で概数とい

うことでお聞きいただきたいんですが、黒磯は中

心市街地と呼ばれるところで80件余りあるのかな

と。塩原に関しては、これ温泉街も含めましてと

いうことになりますが、私どもが把握している中

では20件程度あるのかなというふうなことでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） わかりました。予算執

行計画書より質疑をいたします。 

  ページ、１ページ、１款市民税の前年比増額理

由をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 市民税の増額理由という

ようなことでございますけれども、まず個人市民

税のほうであります。現況としまして、給与、営
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業、農業、そしてその他所得、これいずれも前年

度を下回っているというふうな状況にございます。 

  ただ一方、土地の譲渡所得、これがここ数年来、

増加傾向にある状況となっております。 

  このような状況から、27年度においては給与、

営業、農業、その他の所得については、やはり全

般的には減額というふうなことになるんだろうと

いうふうに考えているわけでありますが、譲渡所

得による収入増が上回るだろうというふうな見込

みをしておりますので、前年度よりも増額の予算

計上をさせていただいたというふうなことになっ

ております。 

  それから、法人市民税のほうでありますが、こ

ちらについては法人税割の税率、これが14.7％か

ら12.1％に変更になったわけでありますけれども、

そのための減あるいは消費税引き上げによる影響

での厳しい局面というようなことが予想されます。 

  ただ、市内の自動車関連メーカーにおいては、

外国での販売の伸びあるいは円安効果あるいは原

材料コストの低下などによりまして、利益をかな

り確保しているというふうな状況にもあります。 

  そんなことから27年度においては、法人税率変

更による減や消費税率の引き上げ等による減より

も、その市内の自動車関連メーカーの利益による

収入増のほうが上回るだろうというふうな予測の

もと、前年度よりも増額というふうなことで計上

をさせていただいているところです。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 特に個人市民税が前年

度対比で約１億9,000万程度増額になっている、

その理由として譲渡という今お話がありましたが、

譲渡でよろしいですか。その譲渡というのは、ど

のようなものになるんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 譲渡所得というふうに私

申し上げました。すみません、説明が足らなかっ

たかと思います。土地の譲渡所得というふうなこ

とで、考えられますのは公共用地の用地買収、例

えば国道４号線、そういったところの用地買収と

いうのがかなり大きく影響しているだろうという

ふうに予測をしているところでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 個人市民税、個人から

市民税として納入をいただくわけですが、個人市

民税を納付する人口、納める人口、これらの増減

については、今年度と来年度の比較というものを

把握していたらお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 大変申しわけありません。

ただいま調べまして、後ほどご報告申し上げたい

と思います。申しわけありません。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 市民税については、後

でお答えをいただければ了解いたします。 

  次に２ページ、４款配当割交付金、前年度比増

額理由をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 配当割交付金、その増額

理由というようなことございますが、まずその配

当割交付金というものは、どういうものかでござ

いますけれども、株を所有しておりますと配当金

が支払われるというふうなことであります。その

配当を支払いするときに、税率に基づいてその税

金のほうをいただいているというようなことでご

ざいます。税率につきましては20％、その内訳と

しまして所得税が15％、都道府県税が５％という
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ふうな中身になっておりまして、そのうちの都道

府県税の５％のまたそのうちから59.4％に相当す

る額が市町村のほうに交付されるというふうな中

身になっております。 

  これが来年度は増額を見込んでいるというふう

なことでございますけれども、25年度予算額ベー

スで申し上げますと、25年度が1,000万、それか

ら本年度、26年度が4,000万計上していたところ

でございますが、実績を見ますと実は25年度が

5,377万1,000円、そして26年度、これはまだ見込

みになりますけれども、9,000万ほど見込んでお

ります。かなり当初予算とはかけ離れているとい

うふうなことになりますので、実績ベースで予測

をさせていただいた。それによりますと26年度が

先ほど申し上げましたように9,000万であります

けれども、同額ではなくて国のほうの見込みとし

ては若干少なくなるんじゃないか、0.3％ほど少

なくなるんじゃないかというふうな見込みが出て

おりますので、26年度の当初が4,000万でありま

したんで、そこに4,000万を積み増ししまして、

8,000万相当の計上とさせていただいたというふ

うなことになっております。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 配当割交付金、当然交

付金ですから、国のほうから交付されるわけです

が、その割り振りのパーセントも今示されたわけ

ですが、これは国のほうで割り振る基準、これ那

須塩原市市民が株を売買して、那須塩原市での売

買がこれだけあったから、それに対して税金が交

付されるか、国が全国の各市町自治体に割り振る

基準、そういったものを設けて割り振って交付さ

れるのか、その辺わかっていたらご説明をいただ

きたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 案分の基準というふうな

ご質問かと思います。先ほど申し上げましたよう

に、配当金が支払われる際にというふうなことで

ありますが、それが栃木県であれば栃木県に住ん

でいる方ですね。そちらに住んでいる方に対して

配当がされて、その配当された中から税金が入っ

てくる。それを先ほど申し上げました都道府県税

分が５％、そのうちの59.4％が市町村というふう

な形で市のほうに交付になるというようなことに

なります。 

○議長（中村芳隆議員） 総務部長。 

○総務部長（和久 強） すみません。もう一つつ

け加えさせていただきます。 

  それから、個人都道府県税でございますが、そ

の中で個人県民税、これを基準にして案分をされ

るというふうなことでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） わかりました。 

  続きまして、２ページ、５款株式等譲渡所得割

交付金、これについて同じように前年比増額理由

をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） それでは、これにつきま

しても株式等譲渡所得割交付金の内容からご説明

を差し上げたいと思います。 

  これにつきましても、先ほどの配当割交付金と

同じような中身ではあるわけなんですが、株を譲

渡したというふうな場合、その譲渡取得に対しま

して課税をされるというふうなことになります。

納める人は先ほどと同じように、その都道府県に

住所を有していて、源泉徴収選択控除における上

場株式等の譲渡の対価等の支払いを受ける個人が

対象というふうなことになります。税率等につき

ましては、先ほどの配当割交付金と同じ内容とな
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っております。 

  これがどうして増額を見込んだかと申し上げま

すと、やはりこれにつきましても25年度当初予算

ベースで申し上げますと、当初予算が300万でご

ざいました。そして26年度当初が500万と見込ん

でいたわけでございますが、実際の額としまして

は、25年度が8,673万2,000円、そして26年度は見

込みでございますが、1,200万というふうな見込

みとしております。そのようなところから実績ベ

ースでの見込みというふうなことで1,500万を上

積みしまして2,000万、27年度は計上させていた

だいたというふうなことでありますが、これは総

務省の予測としては、かなり伸びるだろうと、２

倍ぐらいにはなるんじゃないかというふうな指摘

がございまして、若干それよりは下回った率で本

市の場合には計上させていただいたというふうな

形になっております。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 総務省の予測では、か

なり上回るという予測の上で、予算計上を本市に

おいても300％というかなり大きな増額を見たも

のですから、質疑をさせていただきました。 

  その背景としては、やはり今般の株高というよ

うな株式市場の変動によって、株を売る方がふえ

たというようなことが要因になっているかとは思

うんですが、それらについてはいかがなものでし

ょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） ただいま議員のほうから

お話があったとおりのことであろうというふうに、

私どものほうも認識しております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） わかりました。 

  次に、ページ106ページ、８款土木費、４項３

目まちづくり事業費、那須塩原駅東口バリアフリ

ー化事業委託料実施設計業務の詳細をお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、那須塩原駅

東口バリアフリー化事業でございますが、この事

業につきましては那須塩原駅の東西連絡橋の利用

者がですね、安全で便利に利用できるように、駅

の東口にエレベーターの設置を行うものでござい

ます。 

  エレベーターの整備に当たりましては、那須地

域定住自立圏構想の構成市町によりまして構成さ

れる協議会の中でエレベーターの設置の方法、設

置の時期、設置費用の負担割合など現在協議を行

っております。 

  平成27年度はエレベーター設置のための実施設

計業務委託を予定しておりまして、実施業務委託

の中では設置箇所の決定、構造、企画の検討、事

業費の算出などが行われる予定となっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 今ご答弁の中で近隣市

町、特に八溝山定住自立圏構想の中でこの事業を

進めていくというお話がありましたが、今回の設

計委託料、当然この事業は、近隣市町で負担割合

をもって事業を進めていくだと思うんですけれど

も、今回の設計業務の予算についても、近隣の那

須地域定住自立圏構想になると思うんですが、近

隣の市町との割り振りも含まれた設計料になって

いるかどうか、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 今回計上しております
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委託料900万円につきましては、その割合を考慮

した委託料になっておりませんので、というのは

まだ割合が決まっていないということから全体の

額を計上しておりますので、割合が決まりました

ら、歳入として見込みたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 了解いたしました。 

  近隣市町と連携をとりながら、負担割合でこの

事業を進めていくということから、設計料もどう

なっているかということで質疑をいたしました。

４番目は了解いたしました。 

  次に、ページ107ページ、８款土木費、４項４

目公園費、公有財産購入費、土地購入費、新規烏

ケ森公園用地の詳細についてをお伺いしますとい

う質疑を提出しておりましたが、先ほど齊藤誠之

議員の質疑で、内容等には理解をいたしました。 

  その中で、まず国道４号の拡張によって現在市

が所有している公園内の駐車場の部分が国のほう

に買収されたということで、その買収金額につい

ては、先ほど鈴木紀議員の質問の中で費用が示さ

れたわけですが、多分5,700万ぐらいだったと思

うんですが、その売ったときの単価ですね。平方

当たりの単価をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 売却予定、まだ売って

いるわけではございませんので、27年度に正式な

鑑定が入りまして、それで値段が決定されて売買

になるわけでございますが、単価につきましては

公園の部分と買収の部分は違いますので、公園の

分につきましては１㎡当たりですが、１万4,700

円ということで、宅地の約半分の値段を見込んで

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 私が質疑をしたのは、

駐車場を国のほうに買い上げてもらった単価を聞

いたんですが、これはまだ確定していないという

ことですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 27年度の買収になる予

定でございますので、まだ単価につきましては確

定してございません。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） 先ほどの私の質疑の中

で、公園の中を買収した１万4,700円、これは市

が買収したホテル跡の土地の買収した金額の単価

ということでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） ホテルの跡の残地につ

きましても27年度に買収予定でございますが、こ

ちらにつきましては宅地ということもありまして、

単価の見込みとして２万7,000円で見ているとい

うことでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 13番、磯飛清議員。 

○１３番（磯飛 清議員） そうしますと、市のほ

うで買い上げるホテル跡は宅地ということで２万

7,000ということで、先ほどの１万4,700円という

のは、公園の中のどの部分を指しているんですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） 公園の北側というか、

東側の角でございますが、この駐車場の部分とあ

と今芝生で傾斜がついていますけれども、その部

分となりますので、宅地とその公園用地とは違う
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というようなことでございます。 

〔「了解」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） ここで先ほど答弁漏れが

ございましたものに対して答弁をいたします。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 先ほど市民税の関係で納

入者数というふうなお尋ねがあったかと思います。 

  個人のほうから申し上げますと、個人市民税の

ほうが平成26年度６万1,017人、参考までに平成

22年度でございますが、６万2,586人であります

ので、1,569人が減少しているというふうな状況

になっております。 

  また、法人市民税でありますが、平成26年度が

3,145法人、平成22年度が3,117法人というふうな

ことでありますので、28法人、逆にふえていると

いうふうな状況でございました。すみませんでし

た。 

〔「了解」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 次に、９番、伊藤豊美議

員。 

○９番（伊藤豊美議員） 質疑通告書に基づきまし

て、質疑を行います。 

  私の質疑は、全て予算執行計画書から行います。 

  質疑も後半戦になりまして、私の質疑と幾つか

かぶっているものがありますが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  50ページ、３款民生費、１項１目社会福祉総務

費、民生（児童）委員・法外援護事務従事者活動

費、民生委員、児童委員の充足率について伺いま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） それでは、民生委

員、児童委員の充足率についてお答えを申し上げ

ます。 

  平成27年３月１日の状況ということでお答えを

申し上げたいと思うんですが、那須塩原市の場合、

定数が212人でございます。現員数が209、３名の

方の欠員があると。３名の地区の欠員があるとい

うことで、充足率といいますか、それは98.6％に

なります。 

  なお、これ民生委員さんの任期は３年でござい

ますけれども、平成25年12月１日から28年11月30

日までの現在の委員さんの任期はそういうことに

なりますけれども、欠員になっております３名に

つきましては、担当地区の自治会長さんを初め関

係者の協力をいただきながら、補充ということで

候補者の選考を進めているところですけれども、

埋まっていないというのが現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） わかりました。 

  私は、不足している地区はどのように補充する

のかということを伺いたかったんですが、今お答

えがありましたので、わかりました。 

  続きまして51ページ、３款民生費、１項１目社

会福祉総務費、社会福祉活動支援費（7001事業）

です。この質疑につきましては、先ほど平山議員

が詳しくお伺いをしております。ですから、私は

この後に１点だけお願いいたします。他市の費用

負担の状況について伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 他市の費用負担の

状況ということでございますけれども、基本的に

全部で120万円かかるわけでございます。大田原

市がそのうち60％を負担すると。残り那須塩原市

含めまして５市町あるんですけれども、そこが

40％を５で割りますから８％ずつ均等に負担をし

ていくということで、那須塩原市は９万6,000円
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になりますけれども、那須町、那珂川町、矢祭町、

大子町は同じ額、大田原市だけが60％ですから72

万円ということになります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） 了解しました。 

  続きまして、52ページ、３款民生費、１項１目

社会福祉総務費、生活困窮者自立支援事業

（17001）事業であります。これもですね、最初

に藤村議員がお伺いしております。藤村議員につ

きましては、委託料の詳細についてお伺いしたと

思うんですが、私の場合には新規事業、この事業

内容全体の部分についてお聞きしたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 事業内容全体とい

うことでお答えを申し上げたいと思います。 

  今年４月から生活困窮者自立支援法が施行され

て、自立支援事業を行うというのは同じところで

ございます。基本的には、この事業の中身は２つ

ございまして、委託でお願いする３つの事業と直

接給付する住宅確保給付金という２つの事業から

なるというところでございます。委託する事業に

つきましては、答えが重複してしまうところでご

ざいますけれども、簡単に申し上げますと自立支

援相談事業というのをやる。それから家計相談事

業というのをやると。それからもう一つ、学習支

援事業をやるというところでございます。 

  住宅確保給付金というのは、従来ございました

住宅支援給付というのがございましたけれども、

これは時限法であったのが恒久法化されたという

ものでございまして、離職によりまして住居を失

うおそれのある人に対しまして、期間を決めて原

則３カ月、場合によっては９カ月までの延長とい

うのができますけれども、家賃の相当額、単身の

方ですと３万2,200円、世帯が親子というふうな

世帯になりますと最大４万1,800円でございます

けれども、それを支給するという事業でございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） 続きまして、対象者の数

についてお聞きします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 対象者の数でござ

いますけれども、自立相談支援事業等、各委託は

するというところで考えているところでございま

すけれども、なかなか新たな事業でございまして、

どれだけの方を対象に行えるのかというのがまだ

想定が難しい状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） 了解しました。 

  続きまして74ページ、４款衛生費、１項５目環

境保全費、放射能対策事業（7003事業）でありま

す。新規、飛灰（試料用）運搬業務についてどの

ような事業なのかお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） それでは、飛灰の運

搬業務についてお答えをいたします。 

  まず、クリーンセンターの焼却灰につきまして

は、放射性物質汚染対策特別措置法に基づき、月

に一度、放射能の濃度の測定を実施しております。

主灰、飛灰ともに測定結果8,000㏃、これ㎏当た

りですけれども、超えるおそれがあり、測定結果

が判明するまでの２日分をフレコンバッグ、これ

月に約10袋ほどの計算をしておりますけれども、

フレコンバッグによりクリーンセンターで保管を
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しております。本業務はこの仮保管している

8,000㏃以下の飛灰フレコンバッグをユニック車

により最終処分場へ搬出するもので、年２回を予

定しておりまして、大きくこちらの執行計画書に

は委託料で362万3,000円の中に、こちらの業務新

規となっておりまして計上されておりますが、費

用的には58万9,000円ほどの委託費ということで、

年２回を予定しておるものでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） 今ですね、どれくらいの

量があるのかと、運搬先はどこなのかということ

についてお聞きします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） 先ほど申し上げまし

たように予測でありますので、8,000㏃を超えた

場合は、クリーンセンターのほうの保管の建屋が

ありますから、そちらに保管するようになります

が、実際には25年８月以降は、高い放射性物質と

いいましょうか、高いレベルのものは検出されて

いないということで、全て最終処分場のほうに運

搬をしております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） 了解しました。 

  続きまして106ページ、８款土木費、４項３目

まちづくり事業費について伺います。 

  これもですね、先ほど磯飛議員が細かく質疑を

しておりましたので、内容についてはわかりまし

た。ですので、よろしいです。 

  続きまして、106ページ、同じく８款土木費、

４項３目まちづくり事業費（2501事業）、新規那

須塩原駅周辺地区都市再生整備計画の事業内容に

ついてお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、お答えいた

します。 

  那須塩原駅周辺都市再生整備計画事業につきま

しては、交通拠点としての機能を生かした県北の

玄関口にふさわしい町並みの形成と高度土地利用

を促進するために、駅前広場ですね。これにつき

ましては駅の東口広場、西口広場でございますが、

こちらの再整備や市道東那須野大通り線の電線類

地中化などを予定しているものでございます。 

  このような中で、平成27年度は都市再生整備計

画事業を導入するために、那須塩原駅周辺地区都

市再生整備計画検討調査業務委託、これらを予定

しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ９番、伊藤豊美議員。 

○９番（伊藤豊美議員） いつごろやるのかとか、

今後どうやるのかといった再質問でお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） まだ今想定の段階では

ございますが、28年度に計画書を提出しまして、

29年度からの着手ということで５年間、33年度ま

でを計画期間としておりまして、いつごろやるの

かという話でございますが、まず初めに駅東口広

場の整備につきましては、今の予定ですと31年度

を予定しております。 

  それと、電線類の地中化につきましても、工事

のほうは同じく31年度を予定しております。 

  西口広場につきましては、32、33年度の２カ年

で予定しております。 

  そのほかに公園の整備がございますが、公園の

整備につきましては30年度ということで、今のと

ころ想定をしておりますが、計画書作成の段階で
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細かいスケジュールにつきましては、ある程度固

まるというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 会議の途中ですが、ここ

で10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０１分 

 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  次に、６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） 通告書に基づき質疑させ

ていただきます。 

  私も同じように、全て執行計画書から質疑させ

ていただきます。 

  ページ56、３款民生費（3501事業）についてお

伺いします。 

  新規、現状及び更新の内容についてお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 健康長寿センター

の冷温水発生器の更新工事につきまして、ご説明

を申し上げます。 

  健康長寿センターには、冷温水発生器が２台ご

ざいます。これは、健康長寿センターが建設され

ました平成10年に導入した、そのものが16年間ず

っと使われてきたというものでございます。２台

ございまして、片方が運転している間に、もう一

方は休ませて、その間にメンテナンスをしたりチ

ェックをしたりというようなことでやってきたと

ころでございますけれども、便宜上ナンバー１と

いうふうに言っているほうが、故障してしまいま

して、もう動かないというような状況でございま

す。もう一つ、便宜上ナンバー２と言っているほ

うだけを稼働しながら事業をやっているという状

況でございまして、そちらの１のほうでございま

すけれども、修繕がもう不可能だということでご

ざいまして、もう１台がとまってしまうと冷温水

がつくれない状況になってしまうものですから、

修繕が不可能なものをですね、１回撤去をいたし

まして、新たなものを導入するというための工事

を行うものでございます。 

  経費的には、新しい冷温水発生器の設置のため

の経費が大半でございまして、2,900万ほどのう

ち2,500万円ほどがそれで、残りが古いものの撤

去ですとか、設置に要する配管等の修繕ですとか

電気工事とかというところでございます。 

  なお、もう１台のほうもずっと運転のままでご

ざいますので、新しいものが入りましたら１回休

めて修繕をするというようなところを考えている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） 聞きたいことは、十分答

えていただけたと思います。ありがとうございま

した。 

  続きまして71ページ、４款環境衛生費、１項４

目墓地管理事業の（4001事業）についてですが、

新規項目について、場所、現状及び事業の詳細に

ついてお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） 墓地管理事業の特に

新規項目についてのお尋ねがありましたので、お

答えを申し上げます。 

  まず、墓地の調査関係でございますが、こちら

につきましては現状申し上げますと、昭和30年か
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ら40年初めに旧西那須野町に管理移管された墓地

の台帳や区画図、これに不備があるということが

まず現状としてあります。 

  それに当たっては、区画図の作成及び台帳の整

備が必要だということで、これに伴う計画費を上

げているところでありまして、今年度の27年度の

計画予定場所でありますけれども、二区墓地、さ

らには三島１号墓地を予定しているところであり

ます。 

  また、墓地管理システムにつきましては、市所

有墓地のですね、墓地台帳管理のためのシステム

を導入したいと、このように考えております。 

  さらに、三島３号墓地のり面の崩落防止基本設

計でございますけれども、こちらにつきましては

現在墓地の急斜面の部分にですね、そこを支える

擁壁、これに亀裂が生じて非常に危険だというこ

ともあります。さらにそれを今後推進するために

は、この設計を組まなきゃならんだろうというこ

とで計上させていただいておりまして、墓地の急

傾斜地部分の崩落を防止するための工事につきま

しては、27年度の調査設計を待って、その後に実

施をしたいと、このように考えているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  その中でちょっとこれだけ見ますと、場所なん

ですけれども、３号という言葉が出てきたので、

すみません、３号だとどこを言っているのか、ち

ょっと私実はわからないので、具体的な地番、地

名を教えてください。 

  それから、今２号というところも出てきたんで

すが、２号はどのあたりなのかも私にわかるよう

にご説明いただけますか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（山﨑 稔） それでは、少し細か

くお答え申し上げたいと思いますが、議員さんご

案内のように、特別会計で市が分譲した墓地が３

カ所ございますね。それは赤田霊園１号、２号、

さらには塩原温泉さくら公園墓地、これが特別会

計のほうで実施しておりまして、そのほかに旧西

那須野町から移管をして、現在市が管理している

ところが８カ所ほどあります。 

  先ほど申し上げました二区墓地につきましては、

二区町412番地という、なかなか地理的に説明す

るのはあれなんですが、赤田の工業団地はわかり

ますか。そこの近所というかあれなんですけれど

も、それと三島１号墓地というのが西三島七丁目

289番の１というところでございまして、私より

は議員さんのほうが地理的にはお詳しいかと思う

んですけれども、そのような二区町と西三島七丁

目、こちらについて今年度調査をしたいというこ

とで、まだあれですか。ちょっと場所的には。 

〔発言する人あり〕 

○生活環境部長（山﨑 稔） 場所的には三島２号、

３号というのが烏ケ森になるんですね。１号墓地

というのは西三島七丁目ですから、今申し上げた

のは三区町なんですけれども、それよりももうち

ょっと北側というんですか、そういう場所でござ

います。 

  二区墓地はどうでしょう。 

〔発言する人あり〕 

○生活環境部長（山﨑 稔） よろしいですか。も

しあれでしたらば、地図等は後で、以上でござい

ます。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） わかりました。地図等で、

後で確認させていただければと思います。 

  続きまして89ページ、６款農林水産業、２項１
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目有害鳥獣対策事業（6001事業）について、事業

計画、現状認識、事業の効果、目標等についてお

聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、有害鳥獣

対策事業の事業計画、現状認識、事業の効果、目

標等についてお答え申し上げます。 

  まず、事業計画についてでございますが、こち

らにつきましては本市の鳥獣被害防止計画という

計画によっているということでございます。 

  続きまして、現状認識でございますが、市政懇

談会や市民の皆様からの苦情等を初めとした情報

提供によりまして、我々といたしましても鳥獣被

害というものは、増加傾向にあるんだというよう

な認識を持っております。 

  その上で、目標でございますが、先ほどお話し

しました鳥獣被害防止計画の中では、農作物の被

害の低減ということに努めるということで目標を

設定しているということでございます。 

  最後に、目指すべき事業の効果は何かというこ

とでございますが、平成27年度は鳥獣被害対策を

より効果的に実施するために、鳥獣管理士の実施

調査というものに基づいて、効率的な獣害対策と

いうものを講じてまいりたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  代表質問の中でもこの話は出ていたかと思うん

ですが、執行部のほうでは、その地域農業従事者

の意見等は、今の話はこれから聞くのかなという

ものと、その辺の方が十分どういう要望を持って

いるのかということを吸い上げて、こういった計

画を立てているか、またはこれから立てるのかな

という気もしまして、そこだけ１点お願いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 実際ですね、どのよ

うな形で被害に遭われている方のご意見を集約し

ているか、吸い上げているかということでござい

ますが、我々もいろいろな農業関係者の集まりが

ありますので、そういうときにいろいろと意見を

いただいているというのが常でございまして、そ

れ以外に今回は、農業関係の地域の世話役の方が

大体214自治体ありますが、その中でやはり百五、

六十いらっしゃいますので、その人を対象とした

会議が今月の中で予定されています。その中でい

ろいろお手数をかけてしまうんですが、鳥獣被害

に対する要はアンケート調査というものを実施す

る予定でございます。そういうものを踏まえた中

で、要はきちっとした苦情、実際に被害に遭われ

ているところの皆様方の声というのを正確に吸い

上げてまいりたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） わかりました。よろしく

お願いいたします。 

  続きまして97ページ、７款商工費、２項３目観

光施設管理費、旧ＴＥＰＣＯ塩原ランド管理運営

事業（11001事業）についてです。旧ＴＥＰＣＯ

塩原ランドを市が運営する趣旨、それからオープ

ニングイベントの内容等、よろしくお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  旧ＴＥＰＣＯ塩原ランドを市が運営する趣旨と、

あとはオープニングイベントの内容についてでご

ざいます。 
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  まず趣旨のほうでございますが、東京電力から

無償譲渡を受けました旧ＴＥＰＣＯ塩原ランドに

つきましては、立地条件等から観光拠点としての

ポテンシャルが高い施設であるため、観光案内や

あるいは本市全体の観光振興を推進する施設とい

たしましてリニューアルしまして、商工観光課の

所管施設ということで、那須塩原市観光振興セン

ターという施設名で、本年４月から設置するもの

だということでございます。 

  したがいまして、あくまで市の施設としての位

置づけを有しているということでございます。 

  あと、オープニングイベントについてでござい

ますが、こちらにつきましては、今日程は調整中

でございますが、本年４月の中で観光関係団体あ

るいは地元の関係者などをお招きいたしまして、

テープカット等の簡単なセレモニーというものを

予定しているということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。

新しい市の施設ができるということですので、こ

れ当初の予算計上ですけれども、次年度以降、運

営費が幾らぐらいで推移するのかということと、

あとポテンシャルの高いところだということなん

ですが、本来もともと民間の施設だったと思うん

ですね。民間でできるのであれば、本来民間でで

きるというあたりのそういったことの検討はされ

ていたのかの２点をお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 初めに、運営費のお

答えについてでございますが、運営管理費という

形で実際にどういうものが主になるかと申します

と、光熱費が一番大きいところで、やはりこちら

については600万くらい近い金になってしまうと

いうことです。あとは新設の施設をオープンする

ということで、備品費というものが100万ですね。

あとは借地をしているところでございますので、

その借地料というものが200万強、さらにいろい

ろな施設ですから、メンテナンス的なところの委

託がございますので、そういうものが積み重なり

まして1,934万6,000円という管理費になっている

ということでございます。 

  次に、要は民間の管理というものを委託しない

かということ、そういうことの検討はなかったか

というお話だと思うんですが、あくまでも市の施

設ということでございますので、実績がない中で

は１年くらいは直営でもって管理をする中で、要

は委託費等の精査、そういうものをしっかりデー

タをつかんだ上で、いずれは民間にお願いするよ

うな状況ができますれば、そういうところにお願

いするということも今後の中で検討の一つになる

のかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  先ほどの運営費の中に人件費が入っていなかっ

たかなと思うんですが、やはり人がいなければ運

営できないと。こういった新たな施設ができれば、

継続的に経常費が出てくるということだと思うの

で、今私が質問したのは、指定管理者じゃないで

すけれども、民間の管理運営を委託するというこ

とではなくて、今までそういう施設はなかったわ

けですけれども、これから観光地をもっとますま

す発展させるという趣旨は理解するんですが、極

論をいえばですよ、あそこに民間のところが土地

を取得して、そこにそれなりのいいポテンシャル

の高いところであれば施設をつくって、そこで事

業をやって税金を納めていただくというのが観光

地としてのベストではないかと思うんですけれど
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も、そういう考えはあったかどうかということを

お尋ねいたしました。改めて。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  今議員ご指摘の考え方というのは、やはり我々

も大切なことだというふうに認識しておりますの

で、初めの段階でそういう考え方が全然なくて、

いきなり直営でというようなことでものを進めた

という話ではございませんが、そうはいいまして

もまずは実績というものを見きわめていかなくち

ゃならないというところの中で、まず市の施設と

しての位置づけ、そして直営的な管理をした中で、

将来的にこういうものが将来的に可能であるかと

いうものは、今後の検討とさせていただくという

ことでご了承いただければと思います。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） では、この項につきまし

ては、了解いたしました。 

  続きまして104ページ、８款土木費、３項３目

河川整備費、普通河川等整備事業（1001事業）、

事業の場所、現状及び完成時期等、事業の詳細に

ついてよろしくお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、普通河川等

整備事業につきましてお答えいたします。 

  まず、委託料につきましては、２カ所の測量設

計業務委託を予定しておりまして、１つ目の普通

河川勘定原堀測量設計業務委託につきましては、

井口地域の治水の向上を図るために、平成27年度

にカゴメ那須工場の北側から上流約550ｍの区間

の未整備区間の委託を予定しております。工事に

つきましては、平成28年度から29年度の２カ年で

計画をしております。 

  次に、２つ目の普通河川津室川測量設計業務委

託でございますが、これにつきましては高柳地内

の治水向上を目的といたしまして、平成27年度に

槻沢地内の市道槻沢通り線からＪＲ宇都宮線まで

の区間約150ｍの委託を予定しておりまして、工

事につきましては、平成28年度に計画をしており

ます。 

  次に、工事でございますが、工事につきまして

は百村川８号準幹線築造工事ということで、西那

須野中学校周辺、那須拓陽高校もありますけれど

も、その周辺の路面の冠水の解消を目的といたし

まして、平成27年度から29年度の３カ年で工事を

予定しておりまして、工事の予定箇所は市道下永

田259号線と南側の市道下永田370号線、それと市

道下永田266号線に630ｍ区間に、大きさでいきま

すと300㎜から1,000㎜の側溝やボックスカルバー

トの整備を行うものでございます。平成27年度に

つきましては、下永田266号線における延長210ｍ

の整備工事を予定しております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  それでは、再質疑で勘定原のほうの話をもう一

度したいんですけれども、この河川の構造ですね。

Ｕ字溝かどうか。あと断面の形状など想定してい

るものがあれば、お聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） この路線の河川の断面

でございますが、下流側、国道４号から下側につ

きましては1,600㎜掛ける1,600㎜ということで開

渠、あとはボックスのもあるかと思うんですが、

それは開渠が主なものでございます。そういった

中で国道４号部分につきましては、大きな断面に

なっておりまして、2,400㎜と2,000㎜のボックス
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というようなことになっております。 

  今回の設計区間につきましては、これから設計

をして、断面を決めるということでございますの

で、それによって設計によって決まるというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） 了解しました。 

  では、続きまして118ページ、10款教育費、１

項４目学校運営支援費、教職員ネットワークシス

テム管理事業（4001事業）について、事業目的、

機器等の概要についてよろしくお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 教職員ネットワークシス

テムの目的でございますが、主に教職員の事務効

率化を図るということで、児童生徒の成績である

とか、成長の記録とか、そういったデータを一元

管理することで、そういったシステム、いわゆる

一般的に校務システムと言っておりますが、そう

いったものを新たに導入し、平成27年８月から更

新を予定しております。 

  また、導入する機器等でございますが、主に教

職員が使用するパソコンの端末900台ほどを予定

しております。 

  あわせまして、そういったシステム運用上の関

係でＩＣＴ支援員というのを派遣していき、実際

の操作方法の説明であるとか、機器のふぐあい、

そういったものを解消するために各学校に赴いて

そういった業務を行うという考えの事業でござい

ます。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  パソコン900台を新たに購入するということな

のかなと思いましたけれども、そうしますと教職

員全てに渡るのかなというのがちょっと確認です。 

  それから、一元管理ということですけれども、

その意味ですけれども、よその学校の生徒の成績

とかそういったものをほかの学校の先生も見られ

るようなことを言うんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 一元管理ということで、

今市の職員のネットワークシステムと類似した形

のいわゆる教育委員会、または各学校の先生方と

いう中でネットワークを組みまして、全て権限が

それぞれの先生に指定されておりますので、他の

クラスの子であるとか、他の学校の子とか、そう

いったところには入れないというようなシステム

になっております。 

  申しわけありません。一応市の教職員には全員

に行き渡るということで予定しております。すみ

ません。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） 了解いたしました。 

  続きまして134ページ、10款教育費、５項２目

公民館費、三島公民館整備事業（12501事業）、

これについては山本はるひ議員のほうから質疑が

出ていましたので、おおむね了解しました。 

  改めてということではないんですが、答えられ

たら、ここには書いていないことなんですけれど

も、今回借地とするところの現状はクヌギ林にな

っておりますけれども、クヌギ林があることは公

民館ホール、または西那須野ホールとしての価値

を十分高めている要素の一つにはなっていると思

うんですね。その分、駐車場の台数が足らないと

いうことで駐車場になることも十分大事だと思い

ます。そういった中で、植栽は全部伐採されてし

まうのか。多少残すような計画をとりながら、台

数の確保がとれているのかだけについてお答え願
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います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 現状雑木林になっている

わけですが、確かに環境の面からしますと、相当

貴重な部分も理解はしております。ただ、ある意

味１台でも多く駐車の確保をしたいという部分と

植栽等を行った場合の維持管理の面も含めて、今

後設計の中でその辺を残せるかどうかについては、

検討していきたいと思いますが、現状で考えてい

るのは全面駐車スペースというようなことで考え

ております。 

○議長（中村芳隆議員） ６番、鈴木伸彦議員。 

○６番（鈴木伸彦議員） ありがとうございます。 

  維持管理費がかかるということのようですが、

やたらに残すこともないと思うんですが、地域の

景観等もございますし、やはり緑地などがあるほ

うがいいなと思っていましたので、すみません、

質疑になりません、これでは、よろしくお願いい

たします。 

○議長（中村芳隆議員） 次に、10番、松田寛人議

員。 

○１０番（松田寛人議員） 質疑をさせていただき

ます。 

  予算執行計画書29ページ、防災対策推進費、地

域防災計画についてお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） それでは、地域防災計画

についてというふうなお尋ねでございます。 

  まず、地域防災計画とはどんなものかというふ

うなことで、ご説明のほうを差し上げたいと思い

ます。 

  この計画につきましては、災害対策基本法に基

づきまして、市民の生命、財産を災害から守るた

めの対策を実施することを目的としまして、災害

にかかわる事務等に関し、関係機関等の協力を得

まして、総合的かつ計画的な対策を定めた計画で

ございまして、市長を会長とします那須塩原市防

災会議で決定したところでございます。 

  なお、現在の計画につきましては、平成24年度

に改定をしたものというふうなことになっており

ます。 

  今回改定というふうなことで報酬あるいは印刷

製本費等々予算のほうを計上させていただいてい

るわけなんですが、その改定の趣旨でございます

けれども、まずは災害対策基本法、それと土砂災

害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に

関する法律、これが改正になりまして、そのため

の改定というふうな中身となっております。 

  その改定の主な内容でございますけれども、３

つほどございますが、１つ目が避難行動要支援者

名簿作成及び提供に関する事項、２つ目が指定緊

急避難場所及び指定避難所の災害種別ごとの位置

づけ、それから３つ目が安全確保措置の指示、こ

れはよく言われます避難勧告等でありますが、そ

れに関する事項と大きくはこの３つというふうな

ことになっております。 

  この改定をどんなふうに進めていくかというふ

うなことでございますけれども、先ほど申し上げ

ましたように市長を会長とします那須塩原市防災

会議がありますので、その会議においてその手続

を行うというふうなことになります。その防災会

議の委員につきましては、那須塩原市防災会議条

例がありまして、45名以内と定めております。予

算につきましては、先ほど申し上げましたように

報酬、それから印刷製本費等々というふうなこと

になっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 



－387－ 

○１０番（松田寛人議員） わかりました。 

  次に行かせていただきます。 

  31ページ、人事研修事務推進費、これは先ほど

鈴木議員のほうで答弁いただいていますので、割

愛させていただきます。 

  次行きます。 

  32ページ、イメージアップ推進費、オーケスト

ラ公演について、構成内容、市要覧、ＣＤ等の作

成数及び配布数をお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） オーケストラ公演につい

てということと、要覧、ＣＤの作成数、配布数と

いうことでございますが、オーケストラ公演につ

きましては、10周年の式典のときに市の歌を披露

したいということを考えていまして、その市の歌

を演奏していただきたいというように考えてござ

います。お願いする団体につきましては、那須塩

原音楽のまちをつくる会ということで、現在のと

ころ考えているところでございまして、オーケス

トラの編成、全体で50名程度の編成になろうかと

思います。 

  あと、市要覧、ＣＤの作成数、配布数というこ

とでございますが、市勢要覧につきましては４年

に一度全面改訂をして、中間の２年目が一部改訂

ということで、来年度につきましては一部改訂の

年度ということで、7,000部を予定しています。 

  配布先につきましては、市役所の窓口とか公民

館等、市内の公共施設等に配置をしたいと。 

  市の歌のＣＤにつきましては200枚の作成を予

定しています。配布先につきましては、学校等で

すね。市内の公共施設また音楽関係団体等を予定

しています。 

  市の紹介映像ＤＶＤにつきましては、２枚組の

ＤＶＤを50組予定してございます。配布先につき

ましては、庁内の関係部署、また各施設等という

ことで予定してございます。 

  市誕生10周年記念誌につきましては、2,000部

を予定してございます。これにつきましては10周

年記念式典のときに参加者に配布する。また市内

の公共施設等に配付を予定してございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） わかりました。 

  次に、28ページ、那須塩原市誕生10周年記念式

典開催事業について、事業イメージと宿泊という

項目があるんで、宿泊とは何かお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 10周年記念式典の事業イ

メージと宿泊とは何かということでございますが、

事業イメージにつきましては、市誕生10周年を祝

して、関係者が一堂に会する式典を開催するとい

うことで、10月31日の土曜日、黒磯文化会館で予

定をしています。 

  内容的には、企画部内で現在プロジェクト的に

検討を加えているところでございますが、まず式

典がございます。そのほかには先ほど言いました

市の歌の発表を予定しています。また、できれば

ですね、リンツ市との姉妹都市提携の調印ができ

ればということで、そういった調印の式も今現在

のところ予定をしているという状況でございます。 

  宿泊とは何かというところでございますが、記

念式典の前日に祝賀会を予定してございます。こ

の祝賀会につきましては、姉妹都市の関係者とご

く限られた中でということでは考えているところ

でございますけれども、その中で宿泊もあわせて

委託をしていきたいということで、宿泊の公費対

象としまして、先ほどの姉妹都市提携ということ

でリンツの関係で、オーストリアからのご招待の
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方８名を想定してございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） 了解いたしました。 

  続いて83ページ、畜産振興対策費、新規の４カ

所の事業内容についてお願いいたします。 

〔「33ですか」と言う人あり〕 

○１０番（松田寛人議員） 抜かしたか、すみませ

ん、抜かしました。申しわけございません。 

  33ページ、企画事務推進費、審議会の構成につ

いて人数等、市民アンケートの内容について、モ

ザイクアートの内容についてお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 審議会委員の構成、市民

アンケートの内容、モザイクアートの内容という

ことで、審議会の委員につきましては、総合計画

の審議会委員ということでございまして、商工会、

観光協会、各種団体から選出された委員、または

公募もしたいと思っていますので、公募の委員、

そして本市への移住された方も委員ということで

加わってぎただきたいということで、総勢30名で

構成を予定しているところでございます。 

  また、総合戦略の策定の見直し、または改定と

いうところの予定もしていますので、産学官金労

言というのがあるようですけれども、そういった

幅広い方からも委員として選出をしたいというふ

うに考えてございます。 

  また、市民アンケートにつきましては、第２次

総合計画策定のための市民意識調査でございまし

て、現在の総合計画の施策に関する満足度及び重

要度についての検証をするということで、アンケ

ート調査表の印刷、郵送及び集計、分析に関する

経費ということで、アンケートにつきましては現

在のところ2,000名の方を予定してございます。 

  モザイクアートにつきまして、これは10周年の

記念事業の一環として行うものでございまして、

那須塩原の今をテーマに、市民より写真を募集し

て、その写真を並べて１枚の大きな絵を完成させ

るというようなことで現在考えているところでご

ざいます。10月の式典には、そういったものも飾

っていきたいというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） 具体的にありがとうご

ざいました。 

  次に行かせていただきます。 

  83ページ、畜産振興対策費でございます。新規

の４カ所の事業内容について伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、新規の４

カ所の事業内容についてお答え申し上げます。 

  まず初めに、乾杯用牛乳でございます。こちら

につきましては、市誕生10周年記念事業といたし

ましてキックオフイベント、畜産フェア、巻狩り

まつり、ハーフマラソン、ふれあい祭り等やある

いは地域のイベントとして青木の農業祭等におい

て、参加していただいた皆さんの乾杯する牛乳代

ということで16万2,000円を計上したということ

でございます。 

  また、市内の高校での調理実習や公民館料理講

座への食材として、牛乳及び乳製品、チーズ、バ

ター等になりますが、提供に係る経費ということ

で18万8,000円を計上したところでございます。 

  次に、牛乳で乾杯条例用のＰＲグッズについて

でございますが、こちらにつきましては条例の普

及啓発を目指すということで、チラシ、コースタ

ー、ポスター等の作成に係る費用ということで、

96万円を計上させていただいております。 
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  次に、乳酸菌分離・培養についてでございます

が、こちらにつきましては那須拓陽高校で生産し

ている農産物、生乳もありますし、野菜もありま

すし、果物もありますが、こういうものから本市

のオリジナル乳製品に活用するための乳酸菌を分

離して培養するための委託費ということになりま

す。こちらについては36万を計上させていただい

ております。 

  続きまして、栃木県牛乳普及協会が実施いたし

ます牛乳料理コンテストにタイアップするための

負担金ということで、10万円を計上したというこ

とでございます。 

  以上が新規４事業についてでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） ありがとうございまし

た。 

  牛乳16万円、乾杯用牛乳ですか、個々たくさん

の酪農の組合があるんですけれども、そのバラン

スはとっているんでしょうか、ちょっとお聞かせ

ください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  本市には４つの酪農協がございますので、そち

らにバランスよく提供してもらうようなそんなよ

うな配慮をしていきたいと思っています。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） 了解いたしました。 

  続いて141ページ、国体準備事業、事業内容に

ついて伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 国体準備事業についてお

答えをいたします。 

  27年度に各開催市町が決定してくるという予定

でおりますので、国体に係る会場地の誘致に向け

た連絡調整に係る事業に取り組みたいと。 

  あわせまして、県の国体準備室、県の各競技団

体等との調整も必要になってくる、そういったこ

とで主に旅費関係が計上となっております。 

  なお、27年につきましては、和歌山県での開催

が予定されておりますので、本市に決定した競技

については、ぜひ事前に行って研究してまいりた

いというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） わかりました。 

  先ほど答弁ありましたように、和歌山国体、こ

とし９月26日から10月６日の予定でございます。

第70回ということで、多分記念の事業としてやる

と思います。 

  先月ですか、ホテルニューイタヤ、多分２月９

日だと思うんですけれども、第２回常任委員会、

県のほうの国体準備会ですかのほうで、会場の第

１次選定委員会が多分行われたと思うんですけれ

ども、それで本市がトライアスロンということに

決定をさせていただきました。まだ８競技しか現

在のところ決まっていないと思います。国体競技

数は多分37競技ある中で、１特別競技が高校野球

だと思うんですけれども、全38競技が多分あると

思うんですけれども、その中でまだまだ本市とし

ては受け入れられる態勢をとっていくのか、ちょ

っとお聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回栃木国体に向けては、

本市で６競技を選定要望しておりますので、これ

から夏また秋にかけて、県の委員会から何らかの

形で誘致の市町が決定してくるかと思うんですが、

本市といたしましても６競技について対応できる
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という自信のもとに要望しておりますので、新年

度になりましたら、積極的にやはり誘致に向けた

活動はしていきたいというふうに考えています。 

○議長（中村芳隆議員） 10番、松田寛人議員。 

○１０番（松田寛人議員） ぜひともよろしくお願

いいたします。 

  続きまして同じ141ページ、シルバースポーツ

事業について、それの概要についてをお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） シルバースポーツの概要

ということでございますが、高齢化が進展してい

る中で、やはり市としても市民１人１スポーツと

いう大きなテーマを掲げて取り組んでいるところ

ですが、今後スポーツをするきっかけづくりであ

るとか、継続的な運動を行うことによって健康寿

命というものをぜひ増進していきたい。また結果

としては、介護予防にも通じるであろうというよ

うな一つの考え方のもとに、新たに新規事業とし

て取り組みたいということでございます。 

  また、スポーツに取り組むということで、多く

の方々がやはりコミュニケーション等を得る機会

が持てるということで、やはり高齢者の社会参加

の促進にもつながるであろうというような考えで

おります。 

  具体的な内容といたしましては、最近市内至る

ところでウォーキングというのが盛んに行われて

おりますので、正しい歩き方、そういったものも

含めてウォーキングの研修、また指導員の育成、

そういったものを図りながら進めていきたいと。

あわせまして、ニュースポーツというのがかなり

今盛んになってきておりますので、そういった体

験の機会、また体力テストなんかもあわせて実施

できればというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 会議の途中ですが、ここ

で10分間、休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５６分 

 

再開 午後 ３時０５分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  次に、７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、予算執行計画

書91ページ、７款商工費、１項２目商工振興費、

商工振興推進費（1001事業）、新規、ジェトロ貿

易センター設置について概要を伺います。 

  新規、中小企業組織化13万3,000円について概

要を伺います。 

  新規、空き店舗対策チャレンジショップ設置

216万について概要をお伺いしますが、この件に

ついては平山啓子議員のときに答えをもらってい

ますので、いいです。 

  以上、２つお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、お答え申

し上げます。 

  初めに、新規、ジェトロ貿易センター設置につ

いての概要についてでございます。 

  こちらにつきましては、ジェトロ栃木貿易情報

センターということで、県が中心になりまして誘

致活動を展開し、本年４月の開設予定というふう

になっているところでございます。ジェトロ栃木

貿易情報センターが行う事業内容といたしまして

は、県内企業の海外進出の際の支援あるいは県の

産物、主に農産物ということになるんだと思うん
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ですが、そういうものの輸出拡大にかかわる支援

を行うという内容でございます。 

  次に、地元の負担金ということでございますが、

このセンターの運営費については、人件費だとか

あるいは車のリース代だとか、そういうものを含

めまして年間で4,000万円ほどかかるという中で、

そのうち県が1,500万円を支出、余った分の2,500

万円に関しましては、関係団体と市あるいは町が

負担するというような決めになっております。負

担金を出すに当たっての基準は、平成24年にあり

ました農業センサスの事業者数の割合によって算

定しているということで、本市の場合はこの算定

基準に基づきまして、20万円が年間の負担金とい

うことで算出されて、そちらのほうをお支払いす

るということでございます。 

  続きまして、新規、中小企業組織化の13万

3,000円についてでございますが、こちらについ

ては現在市内で15の組合、352事業所が加盟して

おります栃木県の中小企業団体中央会への事業費

の負担金ということで13万3,000円を計上させて

いただいたところでございます。 

  この中小企業団体中央会がどんな仕事をやるか

ということでございますが、中小企業者等の連携

促進の支援あるいは多様な企業の連携創出支援と

いうことで、会員に対しまして、経営指導、運営

指導や連絡会議あるいはセミナー等の開催をして

いるというような内容でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） ジェトロ貿易センターの

場所は、宇都宮でよろしいんでしょうか、お伺い

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 場所につきましては、

宇都宮にございます栃木産業交流センター内に設

置するということでございます。 

  あと、大変恐縮でございますが、先ほど私、経

済センサスというところを農業センサスと言って

しまったということでございますので、経済セン

サスの間違いでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、続きまして92

ページ、７款商工費、１項２目中小企業融資預託

事業貸付金（4001事業）、中小企業融資預託の概

要をお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 中小企業融資預託の

概要についてご説明申し上げます。 

  この預託事業につきましては、市内の中小企業

者に市の融資制度による融資を行うため、県の保

証協会に預託するというものでございます。預託

額11億に対しまして、金融機関が３倍を協調いた

しまして、市の預託金も含めて44億円で融資枠を

設定し、市内の16の金融機関が貸し付けを実施し

ているというものでございます。 

  貸付残高、新規融資の合計額は30億程度で毎年

推移しているということでございますが、経済状

況の変化等に対応していかなくちゃならないとい

う市の考えのもとで、多少の幅を持たした運用に

なっているということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 僕が議員になってから６

年たちますが、６年前からこの預託は11億なんで

すね。確かに４倍協調と言われていて、44億まで

のマックスで借りられるわけですが、そのアッパ

ーの部分を上げてくれとかという話じゃなくて、

なぜこの11億になったかという経緯とあと時代の
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背景、それとニーズですね。そういったものを勘

案すれば経営の状態の悪いときには、そのアッパ

ーの部分を上げてもいいんじゃないか、いつもず

っと11億で推移していることについて、どうやっ

てこの予算が決まったのかという経緯をちょっと

お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 初めに、預託金11億

円の根拠的なものがどうなのかというお尋ねだと

思うんですが、こちらにつきましては合併時の３

市町の預託額が黒磯が６億ちょっと、そして西那

須野が４億、そして塩原が１億だったということ

で、それを足し合わせますと11億になるというよ

うなところがございます。 

  あとは、時代のニーズというものを踏まえて、

とりあえず厳しい状況になればアッパーを上げる

必要があるんじゃないかとかというようなお話だ

と思うんですが、それに関してもやはり11億を超

えるような状況になれば、それはそれできちっと

対応しなくちゃならないということはございます。 

  それとは別に、幾らか今は幅を持たしていると

いう中で、44億の中で３分の２くらいだと思いま

す。先ほどお話ししましたが、30億くらいでずっ

と推移しているということの中で、何で幅をとい

うようなところをもう少し詳しくご説明させてい

ただきますと、私が議員にこんなことを言う立場

じゃございませんが、経済のグローバル化という

ものがものすごく急速に進展しているという中で、

やはりリーマンショックのときも我々はひどい目

にあったわけでございますが、要は為替の変動あ

るいは石油価格の変動、あるいは諸外国でちょっ

とした経済動向、経済の変化があった場合、立ち

どころに地方まで来てしまう。我々の住んでいる

ところまで来てしまうという実態がある中で、や

はりそういう波をかぶる中小の企業者に対して、

我々としてはセーフティネットを充実しなくちゃ

ならないという考え方から、この11億に関しては

今現在３分の２ということで若干の余裕額があり

ますが、この額については当面この11億円という

額を協調する中で、総枠40億円の融資というもの

を継続してまいりたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、最後に１点な

んですが、去年の実績をお聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 去年の実績というこ

とでございまして、これは27年１月末現在という

ことで、若干あと２カ月分ぐらいの数字がカウン

トされますが、そういうことでお含みおきいただ

くということで、27年１月末現在で29億4,100万

というようなところが残高と融資額ということに

なっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、次の質疑に入

ります。 

  ページ92ページ、７款商工費、１項２目農観商

工連携推進事業、委託料（7001事業）小学生アイ

デア料理コンテストの概要についてお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 小学生アイデア料理

コンテストの概要についてということでお答え申

し上げます。 

  こちらにつきましては、家庭科の授業が始まる
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５年生を対象に地域の素材、そういうものを使っ

た料理のアイデアコンテストを実施するというも

のでございまして、こちら新規ということで書い

てございますが、実は今までも継続して過去に２

回やっているという事業でございます。今回何が

新規になるかと申しますと、平成26年、今年度の

優秀作品に選ばれたものを10周年記念事業という

形で、学校給食等で提供できないかということで

検討しているというようなところ、これが新規の

部分に値するのかなということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 了解をしました。 

  それでは、続きまして93ページ、７款商工費、

１項２目商工振興費（8001事業）です。海外都市

産業交流推進事業の新規、海外視察研修について

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お答え申し上げます。 

  まず、海外都市産業交流促進事業の新規につい

てでございますが、これは議員ご承知のとおり従

来から実施しているものだということでございま

して、何が新規になったかと申しますと、行政関

係参加者の負担金というものを、交付金から負担

金に組み替えたというようなところの中で、新規

というような印がついてしまったということでご

了承いただければというふうに思います。 

  また、海外研修、視察研修についてということ

でございますが、こちらについてはいつ誰がどこ

にというようなお話になるんだと思いますが、こ

ちらにつきましては、事務局のほうで今まで出た

課題というものをある程度整理させていただいた

中で、年度が明けましたら実行委員会に議論をい

ただいて、その上で内容が決まっていくというよ

うな経過、プロセスになるということでございま

す。 

  そんな中で事務局の考え方を若干、まだ変わる

可能性もありますが、お話しさせていただきます

と、実施時期につきましては、おおむねというか、

例年同様、おおむね11月ごろになるのかなとふう

に考えております。また派遣団体につきましては、

従来の商工会、観光協会、農業関係団体のほかに、

工業関係の団体の皆さんからもこちらのほうの研

修に参加いただけるよう要請をしてまいりたい。 

  さらに、課題として出ているところの一般の市

民の皆さん方からの公募についても、そちらも視

野に入れながら検討してまいりたいというふうに

考えております。 

  次に、どこにということでございますが、こち

らはフランスの視察は３回実施したということで、

１組というふうに事務局としては考えているとこ

ろでございまして、今後につきましてはヨーロッ

パの中でということで、やはり温泉、農業、観光、

そして歴史、文化等々ですね。やはり魅力ある地

域はあると思いますので、こちらについては冒頭

申し上げましたとおり、実行委員会の皆さんの中

のご議論を得て場所を決めていきたいということ

でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 丁寧なご答弁ありがとう

ございます。 

  一番大事なところは、過去３年実施をしました

ね、ヴィシー市で。それを十分反省してメンバー

構成も考えていろいろなところで検討するという

答弁ですが、予算額も決まっていますので、大方

この辺だなということは全然決まっていないわけ

ではないですよね。その辺ちょっと場所に関して

だけお聞かせをいただければと思います。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 場所につきましては、

あくまでも事務局の考え方ということになります

が、中学生が短期留学として交流しているあるい

は姉妹友好都市の締結が予定されているというよ

うなところの中で、オーストリアを一つの候補地

として調整しているというところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、最後の質疑に

入ります。 

  ページ106ページ、８款土木費、４項３目まち

づくり事業（1501事業）についてお伺いをします。 

  新規事業、黒磯駅東口広場整備、市道東栄横３

号線整備、市道本町横２号線整備、市道本町横１

号線整備、市道宮町縦２号線整備、市道宮町横線

整備についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） それでは、まちづくり

事業費につきましてご答弁申し上げます。 

  黒磯駅東口広場整備工事につきましては、トイ

レ、それとタクシーや一般車両が乗降をするため

の雨よけのためのシェルター、それと駐車場、駐

輪場を含めた広場の一体的な整備を行うものでご

ざいまして、工事費としまして２億5,000万円を

計上しております。 

  市道東栄横３号線整備工事につきましては、駅

前広場用地に隣接している区間120ｍございます

が、この区間の歩道整備を行うものでございまし

て、工事費として2,160万円を計上しております。 

  市道本町横２号線、市道本町横１号線、市道宮

町縦２号線、それと市道宮町横線の整備工事につ

きましては、舗装工事でございますけれども、舗

装につきましては石張り風の舗装、それと化粧が

施されました側溝、これなど景観に配慮しました

整備を予定しておりまして、工事費としまして４

路線で１億390万円を計上しております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、１点だけお聞

きします。 

  黒磯駅東口広場整備なんですが、もう既に某酒

屋さんの倉庫がなくなりまして、更地になってい

ますね。それは今年度までの事業という解釈でよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一） ただいま議員おっしゃ

いました建物の補償につきましては、今年度予算

の中で補償をしております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、質疑通告者の質

疑が終了いたしましたので、議案第６号に対する

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号～議案第１３号の質

疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第６、議案第

７号から議案第13号までの特別会計予算７件につ

いてを議題といたします。 

  質疑の通告者に対し発言を許します。 

  23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） 同じく予算執行計画書
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の中からお伺いいたします。 

  ページ、173ページ、３款２項７目の生活支援

介護予防サービス事業の中から扶助費的委託料、

地域住民助け合い事業の内容についてお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 地域住民助け合い

事業の内容でございますけれども、市内の15あり

ます公立の公民館、これを単位といたしまして、

地域住民同士が助け合うための組織、これの結成

をしていきたいというものでございます。対象と

なります方は、ひとり暮らしの高齢者、それから

高齢者だけの世帯も含みますが、それに限らず認

知症の方ですとか、障がいをお持ちの方あるいは

子育て中の家族などを考えているところでござい

ますけれども、地域の中で心配な方を対象に見守

り事業を展開したいというところでございます。 

  社会福祉協議会に委託し、推進をしたいという

ふうに考えているところでございますけれども、

今年度は３つの地区をモデル事業として選びまし

て、社会福祉協議会の職員を公民館に配置しまし

て、各地域で行う見守り事業のお手伝いをしてい

くというような事業を考えているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） ありがとうございます。 

  モデル事業で社協に委託ということなんですけ

れども、モデルを何カ所でやるんでしょうか。ま

た、そのモデル事業の内容は幅広いんですけれど

も、わかりましたらお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） モデル事業は、先

ほど申しましたように３カ所で実施をしたいとい

うことでございまして、そこの公民館に職員を配

置いたしまして、先ほどと同じ答弁で恐縮でござ

いますけれども、地域で行います見守り事業に対

しまして助言とかを行っていくと。具体的にどう

していったらいいとかということに関しまして、

ご提言を申し上げたりしたいということでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 23番、平山啓子議員。 

○２３番（平山啓子議員） このモデルの３カ所の

選定は、もうどこの地区かなされたんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） ３カ所の選定につ

きましては、これから考えたいと思っているとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、質疑通告者の質

疑が終了いたしましたので、議案第７号から議案

第13号までの７件に対する質疑を終了することで

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１４号の質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第７、議案第

14号 水道事業会計予算については、質疑の通告

者がおりませんので、質疑を終了することで異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 
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  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３４号～議案第４０号の

質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第８、議案第

34号から議案第40号までのその他の案件７件を議

題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 質疑がないようですので、

議案第34号から議案第40号までの７件に対する質

疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４１号～議案第４８号の

質疑 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第９、議案第

41号から議案第48号までの議決計画案件８件を議

題といたします。 

  以上に対し質疑を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 質疑がないようですので、

議案第41号から議案第48号までの８件に対する質

疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案の各常任委員会付託につい

て 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第10、議案の

各常任委員会付託についてを議題といたします。 

  ただいま上程中の各議案については、審査のた

め、各常任委員会に付託いたします。 

  議案第６号から議案第48号までの43件について

は、お手元に配付の議案付託表のとおり所管の委

員会に付託したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付

託いたします。 

  各常任委員会は、委員会日程に基づき審査を行

い、本会議最終日、各委員長は登壇の上、審査結

果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎請願・陳情等の委員会付託につ

いて 

○議長（中村芳隆議員） 次に、日程第11、請願・

陳情等の関係委員会付託についてを議題といたし

ます。 

  新たに提出された陳情１件については、既に配

付いたしました請願・陳情等文書表のとおり、建

設水道常任委員会に付託したいと思いますが、異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  よって、請願・陳情等文書表のとおり建設水道

常任委員会に付託いたします。 

  建設水道常任委員会は、委員会日程に基づき審
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査を行い、本会議最終日、委員長は登壇の上、審

査結果の報告を願います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、本日の議事日程

は全て終了いたしました。 

  来る３月11日は、東北地方を中心に未曾有の被

害をもたらした東日本大震災の発生から４年がた

とうとしております。11日は、各常任委員会が予

定されておりますので、午後２時46分を機に、こ

の震災により犠牲となりました全ての方々に対し

哀悼の意を表すべく１分間の黙禱をささげ、ご冥

福をお祈りするようお願いいたします。 

  本日はこれをもって散会といたします。 

  お疲れさまでございました。 

 

散会 午後 ３時３０分 

 




